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はじめに 


• MS-DOS 6.2 の動作環境 

MS-DOS 6.2 をご使川になるには、お使いの PC - 9800シリーズが次の条件を満たしている必 
があります。この条件を満たさない場合は、 MS-DOS 5.0 A 以前の MS - DOS をご利用ください。 

• 対応機種 

386 SX 以 I •.の CPU を搭敕した機 M (ただし PC -9801 P では動作しません） 

• 必要最小メモリ 

1.6 M バイト以 I : 

• 必要な外部記憶装置とその空き容量 

固定デイスク(空き容量 20 M バイト以 t ) 



フロッピィディスクドライブが1台で、 RAM ドライブが搭載されていない機種では、 MS - 
DOS 6.2 のフロッピイディスクへのインストールはできません。 


• MS-DOS 6.2 の製品構成 

MS-DOS 6.2 には、次のような製品があります 


•基本機能セット（本製品） 

[媒体] MS-DOS システムファイル 

各柯!コマンド 
AI かな漢字変換 
H 本語人乃辞巧 （ 約5 ノア語) 

[マニュアル] インストールガイド 

ユーザーズマニュアル 


• 拡張機能セット 

[媒体] 開発ツールコマンド 

11+語人力辞_ (約8万語) 

[マニュアル]ユーザーズリファレンスマニュアル 

プログラマーズリファレンスマニュアル Vol.l 
フログラマーズリファレンスマニュアル Vol .2 
プログラマーズリファレンスマニュアル Vol .3 
ブログラム 開発 ツールマニュアル 

n 本語人カガイド 

また、基本機能セ，ソトには段数のガがご使川いただけるライセンスパックを川怠しています 
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■本書の目的と構成 

お求めになった MS-DOS 6.2 (以ド MS - DOS または MS-DOS 6.2) は、固定ディスクにコピーし、 
使える状態にする必要があります（これをインストールと呼びます）。 

また、別に購入されたアプリケーションソフトを固定ディスクにインストールするときにも、 
さまざまな設定ゃ処外!が必©です。 

本書は、これらの作業をまとめたマニュアルです。 



独自に作成したデータファイルなどの重要なファイルは、適当な間隔でバックアップするこ 
とをお勧めします。固定ディスクの内容をバックアップする方法は、 『 MS-DOS 6.2 ユーザー 
ズ マニュアル』 の「発展編第1章ファイルをバックアップ/復元する」を参照してください。 


• 第1章 MS-DOS 6_2のインストール 

この章は、お求めになった MS-DOS 6.2 のインストール用ディスクから、通常お使いになる 
フロソピィディスクや固定ディスクなどにインストールする手順を説明しています。また、 
Windows 3.1 のアソブグレードの - T ••順についても説明しています， 


•第2章アプリケーションのインストール 

この章は、すでにお使いのアプリケーションソフトや、靳たに購入したアプリケーション 
ソフトをインストールし、 MS - DOS から使川できるようにするまでの丁••順を説明しています 


•第3章アプリケーションの実行 

インストールしたアプリケーションを、 DOS シエルやコマンドプロンプトから実行する方 
法を説明しています 


. 第4章 MS-DOS 6.2 をお使いになる際の注意 

MS-DOS 6.2 をお使いになる際に必要な注意倾について説明しています 


• その他のマニュアル 

また、この 『 MS-DOS 6.2 基本機能セット』には、本辨の仙に次のようなマニュアルが添付さ 
れて I 、ます。 


•『MS-DOS 6.2 ユーザーズ マニュアル』 

市販のアフリケーションを使う際に必袈な MS-DOS 6.2 の情報をまとめたマニュアルです： 
MS - DOS を初めて使う方のために、 MS - DOS の機能の中から特に大事な部分を選択して解説 
しています 
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[フロッピィディスク 8 枚] 

1 MS-DOS 6.2 システムディスク#1 

2 MS-DOS 6.2 システムディスク#2 

3 MS-DOS 6.2 システムディスク#3 

4 MS-DOS 6.2 システムディスク#4 

5 MS-DOS 6.2 システムディスク#5 

6 MS-DOS 6.2 システムディ スク#6 

7 MS-DOS 6.2 システムディスク#7 

8 MS-DOS 6.2 システムディスク#8 

[マニュアル2冊] 

9 インストールガイド 

10 ユーザーズマニュアル 

[その他] 

11 ソフトウェア伎鉍力ード 

12 Microsoft ユーザーカード 

13 マニュアル購入券 

14 払込用紙 

15 封简 

16 Welcome to VirusBuster 98 


鲁必要なものの確認 

お n い卜•げいただいた 「 MS-DOS 6.2 基本機能セット」には、 MS-DOS 6.2 の「システムディ 
スク」8枚、および 2 IIH ■の マニュアルが 禽まれています。ご使 ffl の前にこれらのものがそろって 
いるか確認してください。 


番号 構成品 チェック 


□□□□□□□□ □□ □□□□□□ 
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■ MS-DOS 6.2 の強化点概要 

MS-DOS 6.2 で強化された点について、概要を紹介します。 


• ファイル圧縮機能 （ DBLSPACE コマンドの追加） 

アプリケーションソフトやデータファイルの I ( 人化に対 LiS するため、ファイルの圧縮機能 
(以ド DoubleSpace ) を新たにサポートしました。この機能は、ファイルを ll : 縮することにより、 
ドライブの界敏を本米の容鼠より多く利川できるようにするものです。たとえば、ドライブ容 
量が 120 M バイトの固定ディスクで、 1.5 倍の縮効率が得られた場合には、あたかも 180 M バイ 
I 、のドライブ奔量があるように利用することができます。 



この機能は約 32 M バイト以上のドライブ容量があれば利用できます。ただし、物理セクタ長 
256バイトの場合を除きます（お使いの固定ディスクによって、圧縮可能なドライブ容量の下 
限は変わります）。 



インストールする[占 I 定ディスクの M 域サイズと DoubleSpace の閲係は次のようになります。 

領域サイズ8〜 19 M バイトの場合 

インストール時に DoubleSpace を H 』 ••するためのファイルはコピーされません。したがって 
DoubleSpace は火行できません。 


領域サイズ20〜31 M バイトの場合 

インストール時に DoubleSpace を実行するためのファイルはコピーされますが 、 DoubleSpace 
で縮するためには傾域サイズが 32 M バイト以 I ..必なため、 MS-DOS 6.2 をインストールし 
た妬域そのものを 1 1:縮することはできません。 


•領域サイズ 32 M バイト以上の場合 

インストール時に DoubleSpace を*鉛】•するためのファイルはコピーされ、 MS-DOS 6.2 をィン 
ストールした領域そのものも、 DoubleSpace で I 卜:縮できます。 

なお、インストール時に 32 M バイト以 I ..の M 域を確保しても、お使いの闹此ディスクによつ 
ては阳縮できない埸介があります。 II :縮を行う埸合には、 40 M バィト以卜.の領域を確保するこ 
とをお赞めします。 


參ファイル再配置 （ DEFRAG コマンドの追加） 

凼定ディスク I •.に分散して保1?•されているファイルを、迚続的に趵することにより、フ 
ァイルへのアクセススピードを“速化します。また、ファイルの誤消ぶや破壊があつた埸介の 
修役书を卨めます。 


•ディスクの検査と修復 （ SCANDISK コマンドの追加） 

ディスクの検杏、診断、修 m を対話 A に行います。お使いのコンピュータシステムのファイ 
ル M 出の安今;性を“めます。 

• メモリの使用状況の最適化 （ MemMaker コマンドの追加） 

MemMaker コマンドは、メモリの使川状況を沿適化し、デバイスドライバや常駐プログラム 
を UMB に移® J させ、利⑴できるコンベンショナルメモリを增やします c , 
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• 大容量データのバックアップ (Arcada Backup の追加） 

人界 W 化する N 定ディスクドライブのデータを、 #)11 のテープやフロッピィディスクなどに 
“速にバックアノフするコマンドです。 


• UNDELETE コマンドの強イ匕 

UNDELETE コマンドは、誤って削除してしまったファイルを设活させるコマンドです。 


•ウイルス対策（ウイルスバスター98の追加） 

VB 98 コマンドは、コンピュータウイルスの Q 人を検出するためのものです。現在までに発 W 
されている海外ウイルスを；^め、約3,500 ff ! 61のウイルスを検出する能乃を持っています.： 

• 簡易通信機能 （ MAXLINK - LITE の追加） 

2台の コ ンビュータをケーブルで接続し、-ノ/の コンピュー タのディスクにアクセスできるよ 
うにする コマン ドです 

籲 CHOICE 、 DELTREE 、 MOVE 、 MSD コマンドの追加 

CHOICE , DELTREE 、 MOVE 、 MSD コマンドが新规に迫加されました。 

• CHOICE コマンド 

バッチブログラムで、選択を行う際に使川するコマンドです。 

• DELTREE コマンド 

ディレクトリを、その中に;\まれるファイルごと削除するコマンドです DELTREE コマン 
ドを Ml うことによって、先にディレクトリ内のファイルを削除してから、ディレクトリを 
削除するといった煩雑な作業は不要になります 。 

• MOVE コマンド 

ファイルの移勋を h ••うコマンドです。これまでは、ファイルの柊® j を行うには、 COPY コ 
マンドと DEL コマンドを組み作わせて使うことが必©:でした。しかし、 MS-DOS 6.2 からは 
MOVE コマンド-つでファイルを柊® J させることができるようになります。 

• MSD コマンド 

お Wit 、のコンヒュータが、祝/1:どのような状態で® J 作しているかをぶ/』;•するコマンドです, 
メモリの利川状態や組み込まれたデバイスドライバ、接続しているドライブに閲する怙報 
などを調べることができます。 


# Windows 3.1 用コマンドの追加 

MS-DOS (3.2 には、 Wiiidows 3.1 でご利川いただけるコマンドがサポートされています 
• ウイルスバ スター 98 

WVB 98 コマンドは、コンピュータ ウイ ルスの 人を検出す るための Windows 版のコマンド 
です， Sift までに発見されている海外ウイルスを含め、約3,500種類のウイルスを検出する 
能ねを持っています。 

• MWUNDEL コマンド 

MWUNDEL コマンドは、 誤って削除してしまったファイルを ひ i 活させる コマンド です、, 
Windows 版では、 MS - DOS 版ではサポートされていない“ディレクトリの®活”がサポー 
卜されています. 
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DoubleSpace 情報 

•:縮したドライブの情報を表ボする機能です。ファイルマネージャのメニューバーにプル 
ダウンメニュー“ツール”が追加され、この中に登録されています。 


•クリーンブートとインタラクティブブート 

MS - DOS の起動時、コピーライトメッセージを表ボしている問にぼ. 5 〕キー（クリーンブート）、 
または f .8] キー（インタラクティブブート）を押すと、 MS - DOS の起® J 方法を指定することがで 
きます。 


• COMMAND . COM パスの指定機能 

MS - DOS の起動時、起動ドライブ I •.のルートディレクトリ、または SHELL で指定されたパス 
に COMMAND . COM が兄つからない坳介に、1'1勋的にパスの検索を行います。また、それでも 
見つからないときは、め:接 COMM AND . COM が“/1•:するパスを入乃することができます。 


•その他 

•ディスクキャッシュの強化 （SMARTDrive の強化） 

MS-DOS 5.0 で迨加された SMARTDrive は、凼定ディスクのリードキャッシュのみをサポー 
卜していましたが、 MS-DOS 6.2 からは、 CD - ROM 、 フロッピィディスクのリードキャッシ 
ュ、 および凼定ディスク、フロッピィディスクのライトキャッシュをサポートします。 

• XMS の機能強化 （HIMEM.SYS の強化） 

H 1 MEM . SYS の強化により、 MS - DOS と Windows での 64 M バイトを超える拡張メモリの利川 
をサポートします。 

• MSCDEX コマンドの標準添付 

MS-DOS 6.2 からは、機能強化された MSCDEX コマンドが標準添付となりました 
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■ 本製品を使うにあたっての注意事項 


. 山阪のソフトウヱアの中には、勋作する際に特定のバージョンの II 本語 MS-DOS を必嬰とす 
るものがありますのでご注意ください 

•『 MS-DOS 6.2 坫本機能セット』のシステムディスクに人っているコマンドは、 H •:縮されてい 
ますので、そのままではご利川になれません。必ず、本潸をご K になりながらインストール 
を h •ってください 

• 次の条件に該、するソフトウェアは、正常に動作しない可能性があります。 

コピープロテクトがかけられたソフトウェア 

MS - DOS やハードウェアの情報を直接参照しているソフトウェア 

MS-DOS 6.2 がサボートしている以外の方法で拡張メモリを利用しているソフトウェア 

• MS-DOS 6.2 で; Tr しくサボートされたコマンドや機能を利川した埸合、以前のバージョンの 
MS-DOS に比べ、コンベンショナルメモリ（メインメモリとも， i •います）を人幅に消費する 
ことがありますこの結 1 ^、これまでお W 1 いのアプリケーションが起動できなくなる mJ •能竹 
も芩えられますあらかじめコマンドや機能が消费するメモリと、お使いのアプリヶーショ 
ンの動作に必费なメモリの人-きさなどを調べた h でご利用ください、 

また、次のような//法でコンべンショナルメモリを梢やすことができます c 

不要なデバイスドライバや常駐コマンドを組み込まない 
DOS シェルを終了して、コマンドプロンプトから実行する 

• PC - H 98 シリーズでは、次の点に注愆してください 

ユーザー定義文字 全角文字 219 文字のみ 

• 木製品は、他社製の周辺機器では®作確認を行っていません:他社製の周辺機器をお使いの 
恥、各メーカーに動作の可否を確認の上、木製をご使川ください。 
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■ フロッピィディスク使用上の注意 


磁気、熱、傷はフロッピィディスクの大敵 

• 大出力のスピーカーは磁気を発生するので、ディスクを近づけないでください0 
• ディスクをあつかうときは磁気ネックレスなどを身に付けないでください。 

• 日の当たる場所、極端に高温となる場所にディスクを保管しないでください。 

• ディスクの中身のプラスチックシートには手を触れないでください0 
•ディスクにホコリやタバコの灰を落とさないでください。 

• ボールペンなどペン先の硬いものでラベルに字を書かないでください。 



ディスクドライブのランプ点灯中は取り出さない 

フロッピィディスク ドライブのランプが点灯しているときは、 フロッピィディスク への読み 
書きが行われています,ランプ点灯中はフロヴビィディ スク を抜いたり、パソコンの電源を W 
ったりしないでください， 
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■ フロッピィディスクのライトプ□テクト 

オリジナルのシステ厶ディスクなど、人-囀なフロッビィディスクにはライトプロテクト（書 
き込み禁止）をしておきましょう c 

ライトプロテクトをしたフロッピィディスクは、データを読み込むことはできても、書き替 
えたり削除したりはできなくなりますから、中身を誤って消すなどの事故が防げます c 


ライトプ□テクトの仕方 


3.5 インチ 



表 


裏 


5インチ 



書き込み可能状態 書き込み不可能状態 


※データディスクなど、セーブ川のデイスクにはライトプロテクトをしないでください。 


■ RAM ドライブ使用上の注意 （98N0TE など） 

98 NOTE の RAM ドライブに保存した内容は、充電せずに長期間放置しておくと消えてしまい 
ます。 

• 重要なソフトウェアやデータはフロッピィディスクに保存してくださし、。 


RAM ドライブ使用上の注意 （98 NOTE など） （11) 
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この章では、お求めになった 『 MS-DOS 6.2 基本機能セット』に含まれている MS-DOS 
を、フロッピィディスクや、固定ディスクにコピーして通常使えるようにするまでの準備の 
手順を説明します。このような準備を、 MS-DOS の"インス!ル”と呼びます。また、 
バージョン 5.0 A 以前の MS-DOS システムをお使いの場合は、そのシステムに MS-DOS 
6.2 を転送し、そのまま使える状態にすることもできます。これを"アップグレード”と呼 
びます。さらに Windows 3.1 をお使いの場合は、 MS-DOS 6.2 のインストールと同時に 
Windows 用コマンドのインス I ルも行うことができます。 

本セットには、 MS-DOS のインス!ル用に『システムディスク』が添付されています 
が、そのままではご使用になれません。本章で説明する手順にしたがって、ふだんお使いに 
なる固定ディスクにインストールしてお使いください。 







1.1 固定ディスクへの MS-DOS 6.2のインストール 


MS-DOS 6.2 をお使いになるためには、あらかじめ MS-DOS 6.2 を固定ディスク、フロッピィデ 
ィスクなどにインストールする必翅があります。ここでは、 MS-DOS 6.2 の“インストールコマ 
ンド” UNSTDOS コマンド）を使い、固定ディスクで MS-DOS 6.2 を使うために必要な作業の手 
順を解説しています. 3.5 インチ) t ディスクへのインストールも、固定ディスクへのインストー 
ルに增じてください。なお、 MS-DOS 6.2 をフロッピィディスクで使うための尹順は、「1.2フ 
ロッピィディスクへの MS-DOS 6.2 のインストール」を参照してください。 

籲インストール方法 

1 NSTDOS コマンドで MS-DOS 6.2 をインストールする方法には、次の2つがあります。 

1. すでに MS-DOS 5.0 A 、 MS-DOS 5.0 A - H 、 MS-DOS 3.3 D などを固定ディスクでお使いに 
なっている場合に、既存の MS - DOS システムに MS-DOS 6.2 システムをインストールし 
ます。このインストール方法は、アップグレードとも呼びます。 

2. 新たに領域 （ MS - DOS のシステムがインストールされていない既存の領域を含む）を確 
保して、 MS-DOS 6.2 をインストールします0 

途中で一部異なる箇所がありますが、2つとも手順はほとんど同じです。 

なお、アップグレードに際しては 20 M バイト以上の空き容量が必要です。 20 M バイト未満の 
坳介、 MS - DOS 5.0 AHI 、 1 彳機能のみのインストールになります。 


1.1.1 インストールの手順 

ここでは li •わ•ディスク （3.5 インチ光:ディスク）に MS-DOS 6.2 をインストールする際の手順を 
説明します。 

• 固定ディスクの初期化と領域の確保 

①まず、『システムディスク#1』をドライブに挿入し、フロッピィディスクから起動してく 
ださい。『システムディスク#1』で起動すると、まずインストールコマンドが自動実行さ 
れるようになっています （3.5 インチ光ディスクドライブや光ディスクを接続している場合 
は、さらに“固定ディスク”という選択肢のほかにそれぞれ “3.5 インチ光ディスク”、“光 
ディスク”という選択肢が表示されます） 0 


インヌトールコマンド Uer . X . X ：-： 

- Copyright (〇 hE し Corporation 1 娜 .19XX - 

MS 一 DOS の運用ティスクを作成します 
イン7卜ール先を選択して <.たさい 


フロッピィディスク 


( ESC : キーを押すと111中止 f S こと 


頌;巧) を 押して、 たさい 
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インストールコマンドのキー操作は次の通りです。 

[?丁！]キ _ 反転表示の移動 
@キ_ 選択 

ぎ〕キー 実行の中止（もしくは終了） 


複数の選択肢がある埸作は、21 jJ キーで希喏の選択肢を選び、@キーで選択してください。 
ただし。^)キーを押しても、インストールコマンドが実行している作業の種類によっては、中 
il : できないものもあります。 


②固定ディスクをけ〕3]キーで選択して：キーを押してくださし、装置の初期化画面が表示 
されます。 

すでにお使いの固定ディスクを初期化することなく、 MS-DOS 6.2 システムをインストー 
ルする場合は[いいえ]を選択しく「•確保済みの領域へのインストール」を参照してく 
ださい。 


装置全体の初期化画面で[はい]を選択した場合、既存のデータはすべて失われますので注 
S 17 意してください。 


インストールコマント 


固定テイフクの4滴 


- Copyright (C) NEC Corporation 19XX.19X：: - 


装置全体を再初期化しますか 

/王意初期化す5,と固定ティスクの内容はすべて失われます 

シフテム名 状態 H れ BOOT 

m-m s . Oh w 挪 t. 可 

IB-tO-i 5.0 h ?开ィ 7 1001 IB 可 


(ESC キーを 

い [BIRI 


を押すと ii 画 i 哲戻ります） 


© を押|.てくたさい 


③“装置全体を初期化しますか”に対して[はい]を選択すると、次の画面が表示されます。 


インストールコマンド 


固定デイスクの:^漉 


- Copyright (C) f€C Corporation 19：；：. !«：：- 


MS —DOS て確保する S 量を指定してリターンキー©を押 t て'たさい 


確保可能な最大 S 量は$25 メガハイトです 


確序容量=醒メガハイト （32 メガバイト以上を指定してくたさい 
(ESC キーを押すと前の画面に戻ります） 


確保する領域の大きさを（容量）を入力し、@]キーを押してください。デフオルトは、そ 
の時に確保できる最大容量になっています。 20 M バイト以上 （ DoubleSpace を使用して、 
MS - DOS をインストールしたドライブ自身を圧縮する場合は 32 M バイト以上）の領域を確 
保してください。 
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DoubleSpace で圧縮を行う場合、インストール時の画面で 32 M バイト以上で DoubleSpace が 
使用可能と表示される場合でも、お使いの固定ディスクによっては、 32 M バイトではご使用で 
きない場合があります。圧縮を行う場合は、 40 M バイト以上の領域を確保することをお奨めし 
ます。 


④指定した確保容量を確認する画面が表示されます。 


イン7トールコマンド Uer. X. :.；X 

- isi!it, (O NEC Cc>rporaiion 19XX. 19XX - 

固定ティフクの準 i 

固定ティ7フを初期化します 

MS-DOS て 5ii 早する容量は325々カハイトてす 


織ぼ*- '， て項目を谢 PL ' r | ©) 5押 i ， ハ. 

SUE いいえ 


表示されている容量でよければ、 [はい] を選択して®キーを押してください。 [いいえ] 
を選択して」]キーを押すと、手順③に戻りますので、もう一度必要容量を入力し直してく 
ださい0 

⑤領域の確保が始まります。 


•07 卜ールコマント iirr.；：.；：： 

- Cop"i ialit <C) NEC Corporation 19XX.19XX _ 

固定ティマクの准確 

固定テイフクを初期化しています 


..... : ：i ； ユへ.... 


⑥固定ディスクの準備が終了すると、自動的にコンピュータが再起動します。フロッピィデ 
ィスクドライブに挿入されている『システムディスク#1』から再び起動して、インスト 
—ルコマンドが実行されます。 


のとき、ドライブからフロッピイディスクを抜かないでください0 


以降は「•システムファイルの 1 fc ; 送」を参照し、作業を進めてください。 
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•確保済みの領域へのインストール 

固定ディスクにシステムファイルの転送を W います。固定ディスクを初期化してインストー 
ルした場合と、 III バージョンの MS - DOS をアップグレードした埸合では、作業途中のメッセー 
ジと手順が異なります。 

① MS - DOS 6.2 をインストールする領域を TX 0 キーで選択し、：キーを押してくださし、。 


インスト—ルコニ 


固定テイ7クの Ji ® 


- Cop>,ir i'.nht u ； I rtr i ； . ： .rK.rat ion 19^；. l'K ： ： - 


I .•す 5 潘域を選択して‘:.たさい 


:.，ステム毛 J 六蘇 L H . 1 ' 7 E ； 0 0 T 


f 垓を新規に作成するときは r 未使用領域 j を勘尺し..たさい 

士印キ ー(1.1) rr | 目を,1?レ . い ® w : へい. 

( E S C キーを柙 T と前の面面(.こ戻ります） 

HRg ? 犯 撕 i せ iteanai 料^成■，論祝 h # 衫加丨:^ ^删 


領域が 20 M バイト未満の場合は、 MS-DOS 5.0 A 相当機能のみのインストールとなりますの 
で、その場合は確認画面が表示されます。 


イン7卜ールコフ: - 


ルの転送 


Her . X.XX 

—— ' ： oi：-',*r i9h* "： ) hCC I 


1 ion 19XX.19XX - 


領域サイスが 2 CIMB 未薄のため日本語 MS - DOS 5. 0 A 相当機能のみ 
インスト ー/レします 


よ 5 .しいてすか 

矢印キー （ - ) で項目|卿し 

* E .:'' :キ - j 押す.'-前の函面に戻*' 

(5JE いいん 


フーノキー ■©• を押して 


このまま処理を続ける場合は[はい]を選択して：キーを押し、インストールする領域を 
変更する場合は[いいえ]を選択して]キーを押して領域の確保を行ってください0 

処理を中止する場合は、 ESC ) キーを押すと領域選択画面に戻ります。 


DoubleSpace の圧縮ドライブに、 MS-DOS 6.2 のシステムを再インストールすることはでき 
ません。 


1.1 固定ディスクへの MS-DOS 6.2 のインストール 5 











イン 7 卜ールコ^ 7 ンド 


- «；opuright «C) NEC Corporation 19XX. 19XX - 


MS — D O S の運用ディスクを作成します 
インストール先を選択してください 


フロッピィテイスク 


鐲ジ-目謂說中れ” t 

® j ® いいえ 


■©) を押してくたさい 


処理を中止する場合は[はい]を選択して yj キーを押し、そのまま実行する場合は[いい 
え]を選択して@キーを押してください。 


領域の大きさが 31 M バイト以下の場合は、その領域に対して DoubleSpace による圧縮はでき 
ません。 


•システムファイルの転送 

①システムファイルをインストールする固定ディスクの、どのディレクトリにファイルをコ 
ピーするのかを指定します。はじめは “¥ DOS ” が表示されますので、このままでよけれ 
ば@キーを押してくださしヽ。別の名前のディレクトリにしたいときは、 B 司キーでディレ 
クトリ名を消して、新しいディレクトリ名を入力して@]キーを押してください。 

固定ディスクを初期化してインストールしている場合は、④からの手順を実行してください。 
旧バージョンの MS - DOS をアップグレードしている場合は、このまま②に進んでください0 


インスト—ルコマンド 


システムファイルの転送 


- roporioht (C) NEC Corporation 19XX ， 19XX - 


インストーパ洗のデイレクトリを指定して、リターンキー © ' を押してください 


ディレクトリ=¥00$ 

< ESC キーを押すと前の面面に戻ります） 


②旧バージョンの MS - DOS をアップグレードしている場合で、すでに存在するディレクトリ 
名と同じディレクトリ名で MS-DOS 6.2 のコマンドをインストールしようとすると、次の 
画面が表示されます。 
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インストールコマント 
システムファイルの転送 


Uer.X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 19XX.19XX - 


指定したテイレクトリは既に存在しています 
ディレクトリ =¥ D 0$ 


よ5しいてすか 
土印キ ー て項目を 
( ESC キーを柙すと前の面! 

fgHB いいえ 


I 龍り轉疒 キー'，を 押して、たさい 


このままインストールして問題がなければ®キーを押してください。違う名前でインスト 
—ルしたい場合は、別のディレクトリ名を入力してください。 


③ディレクトリの旧バーシヨンのコマンド削除画面が表示されます。 


インストールコブント 
システムファイルの転送 


Uer.X.XX 

- Lopuriciht <0 NEC Corporation 19XX. 13:: - 


システムフアイ 1 レの転送を開始します 

ルートディレクト U 及び指定したデ.ィレクトリに 

旧パーシヨンのコフントがあ m ざ削「4します 


1 ノノ 

矢印キ 
1 ES 

ill 


ルを続行しますか 

—.— 1 て項目を iM 択しリター、キー@ 
S C : キーを押すと前の画面に戻ります） 

1 いいえ 


を押して'たさい 


旧バージョンのコマンドを削除する場合は[はい]を選択して:幻キーを押し、削除しない 
場合は[いいえ]を選択して00キーを押してください。 


④システムの転送が始まります。 


■•ルコマント 


レステムファイルの転送 


- Copyright c：： 1 NEC Corporation ly：C<.!'S：； - 


システムティ.: 7 ク#1の内容を固定ティフクに転送しています 


しばら、待ちください... 
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CC-POM :使用す 5 . 


虔墙フアイル - Kiiflh. UEi に存在 I . ています 

( 0:^im • ンをと I.. て小一 I ティレク I リ (,.:i 平存 I . ます ) 
コピーしますか 

- 目を， y 护 I. 丨丨” - 0べド 

SIS いいえ 


i 蘇 f 獻綠 1;„ ^ jf^c 0 Stomd ?> ド*実行してくたれ 、 

フシ ：. 構成 CPU^i ： 7 : 致 . 4):. 

y モリサイ : 7 : »;40l E ： + 5 MB 


-，フ t 


璟境設定 


- Copuriaht '.I. ) NEf i； or per at i on 19：v：. 19X!： - 


⑤ 『システムディスク#1』のコピーが終わると、フロッピィディスクを父換するようメッ 
セージが表示されます。 

フロッピィディスクドライブから『システムディスク#1』を抜き取り、『システムディス 
ク#2』を差し込んで0キーを押してください。3枚目以降のシステムディスクも同様に、 
画面の指示にしたがってコピーしてください。 

⑥ 旧バージョンの MS - DOS をアップグレードしている場合は、辞書ファイルの更新確認画面 
が表示されます。 

更新する場合は、[はい]を選択してン]キーを押し、更新しない場合は、[いいえ]を選択 
して:刃キーを押してください0 

⑦ システムディスクの内容をすべてコピーし終わると、システムファイルの転送は終了です0 
ここから先の手順は、固定ディスクを初期化して MS - DOS をインストールした場合と、旧 
バージョンの MS - DOS をアップグレードした場合で異なります。 

(1) 旧バージョンの MS - DOS をアップグレードした場合の手順 

お使いのコンピュータシステムにあった CONFIG . SYS を自動的に作成します。変更したい 
場合は、インストール終了後に CUSTOM コマンドで変更してください。 


マシン構成の欄に表示される情報は、お使いのコンピュータによつて異なります。 
AUT 〇 EXEC . BAT ファイルの更新確認画面が表示されます。 


更新する場合は、[はい]を選択してリ]キーを押し、更新しない場合は、[いいえ]を選択 
して]キーを押してくださし、0 MS-DOS 6.2 のインストールは終了です。引き続き⑧に進 
んでください。 


mm 


白 i/l 起番力つ下ィ _ M. ( ^JTi ： e.H.E«T ) a 既に存在してい I す 
， hU70E::&. .E:hT を hIJTOE:Ei:.OL[i と丨て ,I .一 トテ ., ， L' クトリに ( 罕存します ) 
コピーしますか 

-.' ..- r ： H ：- ' ® ' へ；…. - し：’-. 




な./*るる 

― .. I てすす^く T 



8 第*!章 MS-DOS 6.2 のインストール 








彳ン 7 卜-〗レコフント Lter.X.XX 

- Copt'r ight 0.) NEl Lorporat ion 19: •: X.I'C，： _ 


インフトールか終了しました 


.ニマ... VI：I ..レ..い ' — "• 


(2) 固定ディスクを初期化してインストールした場合 


お使いのコンピュータシステムにあつた CONFIG . SYS と AUTOEXEC . BAT を自動的に作成 
します。変更したい場合は、インストール終了後に CUSTOM コマンドで変更してください0 
引き続き 8) に進んでください。 


8 お使いのコンピュータシステムに Windows 3.1 以上が存在した場合、 Windows モジュール 
組み込み確認のメッセージが表示されます。 Windows モジュール組み込みについてのより 
言羊しい情報は、「1.3 Windows 3.1 用コマンドのインストール」を参照してください。 
Windows 3.1 が組み込まれていない場合は、画面のメッセージにしたがってインストール 
を終了してください0 


インフトールコフント iter. X. XX 

-い: •!: •リ r I.nht • NEX Corpoi at ion 1，:，： ：：• 1，:く：，- 

装置構成のチ i ック 


Wind w s . モシ ユー 川を. i ' ン つトールしますか 

.... n ：- t ® :卜- 

做 


組み込む場合は、[はい]を選択してキーを押し、再起動後のメッセージにしたがって 
Windows 用コマンドをインストールしてください。組み込まない場合は[いいえ]を選択 
して：キーを押してください。 

以 I •.で MS-DOS 6.2 の W 定ディスクに対するインストールは終 T です 


Windows モジユールの紺み込みは、 MS-DOS 6.2 のインストールと M 時にわ•うことができます 
が、別に INSTWIN コマンドを使って h ••うこともできます 1 NSTW 1 N コマンドについては「1.3 
Windows 3.1 W コマンドのインストール」を参照してください 
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1.2 フロッピィディスクへの MS-DOS 62のインストール 

ここでは、フロッピィディスクに MS-DOS 6.2 をインストール する手順を説明します。なお、 
速) I ]ディスク となる フロッピィディスクは “初朗化”されます ので、ディスク内のデータは失 
われます 。I •分注意してください。 


フロッピィディスクにインストールするには、フロッピィディスクドライブが2台以上、また 
はフロッピィディスクドライブと RAM ドライブが合わせて2台以上必要です0 
フロッピィディスクにインストールした場合は、 MS-DOS 5.0 A 相当の機能での使用となります。 
MS-DOS 6.2 をフロッピィディスクへインストールするには、フロッピィディスクが5枚必要 
です。あらかじめフロッピィディスクには 『 MS-DOS 6.2 運用ディスク』と書き、#1〜#5 
までの番号をつけておいてください。 



①フロッピィディスクへのインストールを行います。まず、『システムディスク#1』をドラ 
イブに挿入し、フロッピィディスクから起動してください。 


1,ンフトー）レコマント 


- Copyright <C) NEC Corporation 19XX.19XX - 


MS - DOS の運用ティフクを阼成します 
イン7卜•■ル先を選択して<.たさい 


固定ディフク 


: E 3，:: キーを押すと 


丨ビ ニ ^ ターこ呼て &攀）を押してたさぃ 


P 止す5.ことかてきます） 


②フロッピィディスクを/ rli ] キーで選択して：キーを押してください。 


イン7卜ールコマント 
フロッピィディスクの準備 


Uer.X.XX 

- Cop'jriqht (〇 NEC Corporation 1990 .19XX - 


運用テイフクを作成するドライブを選択します 


— 接続 : i 大况 — 

M ： 70 . t%jr -, 7 ? HI I 內蓖) 
b ： 7〇 : どィテ、、フク蛇 <r*is?) 


• TficU ： 

m ： 103 


を押すと前©画®に戽います ）- 


-:•'キー （©) を押してく.たさい 


③インストール先のフロッピディスクを入れるドライブ名をキーで選択して®キーを 
押してください0 
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•二’フトーパ.’コニ^、ノト ひ ^ r X XX 

- Cop'»riqht (〇 r*CC Corporation 19^：. 19；：'. - 

フロッピィティフクの卓 i 

運用テ.,…乍成用のフロッピィティ 7 クを初期化します 
トライフ e : に新しいフ□ツビィテイ7•クを挿スしてく.たさい 


3儀かてきたら 1 J 7— ンキー.®1を押して:たさい 


④ ドライブ確認画面が表示されます。手順③で示したドライブに『運用ディスク#1』とな 
る フロッピィ ディスクを入れ、キーを押してください。 

⑤ フロッピィディスクの初期化画面が表示されます。 


イ . 、,フト — |卜~(フ、..卜 ll^ r ... ,. v . 

- Cofiriqht "： • r€'： Cor cor at ion 19^：. 19：：-：- 

フロツビイティフクの聿_ 


フロッピィティ： 7 クを初期化しています 


U 3 ら:： fc . t •寺ちくたさい... 


⑥1枚目のフロッピィディスクの初期化が終わると、次の運用ディスクを挿入するように指 
示されます。枚数分の運用ディスクの初期化を行ってください。 


イン7トールコマント i »& r . X.:X 

- Cop'irioht tO NEC i ： or oration |y：-：：. 1^：： - 

フロッピィティフクの 3 滴 

次の運用ティ： 7 ク阼成用のフロッピィティフクを初期化します 
トライフ E :: に新しいフロッピ - V テイスクを揷スしてく.たさい 


J 皤がてきたらリターンキ ー| © >を押して'たさい 
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參システムファイルの転送 

1すべての運用ディスクの初期化が終わると、次の画面が表示されます。 

- - ' 

イン7トー U， コ フント 

- i ： or."i r：iht a.) NEi： Corporation 19：r；. 19：；：： - 

シフテム: 7 ァィルの転送 

レっテムテ.,'マク林1の内容を書き込みます 

Iラ-丨フ e ぺ鲁運用テ.，-—ハ* n 作成用フロ'ノビ-1ティフ外：考し替えてく•たさい 

卓摘かてきた:ン.| - …キ -© >を押 I. ' ソ：さい 


指定されたドライブに：運用ディスク#1』を挿入し、キーを押してください。 
②システムを転送します。 


-1 ノフト ー•レコフノト 

へ.. l、"r い才 it < C > NEC 〇:ィ ['.:•， at 1 

on 19；0<,1，3:;:: - 

シ7デムフア ^ i 

1..め転さ 

シ7テムテン7ど 

フ林1の内容を： 7 D .、 ヒ-« 

;ィ 7 ”に fell ••て t 、ます 


U 3 らへ B 诗ち 

:たさい..， 




3) 『システムディスク』や『運用ディスク：を交換する指示が表示されます。指示にしたが 
ってディスクを差し替えてください0 


イン：?:卜••ルコマント Her.::.::. 

----- i；opur rght O'.'• NEi. j«:，r.3t K."11- 

:. つテムファ l ル®転送 

シ，テムティマフ桴2の内容を塞き4.みます 

t ライフ A : をシフテムティ2に考し替弋て - ノ:さい 

I ラ 1 フ E : $ 通甲テ-に—〜料二成甲フロ，ビ . 1 +イフクに考し替 V ナ：ハ. 


© 
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つ〒ム ilfF 


し•構成 


■. モ r 屮イニ 


640 (,B + ■；• IE ： 




m 55；. 


卜を実行して'たさ t . 


薄境ファィ+り. ( : * を作成します 
リタ--..キ-0を押して：.たさい 


璟境設定 


(4： システムディスクの内容をすべてコピーし終わると、システムファイルの転送は終りです。 
続いてインストールコマンドは『運用ディスク#1』でお使いのコンピュータのシステム 
にあった CONFIG . SYS ファイルを自動作成します。指定されたドライブに『運用ディスク 
#1』を挿入してください。なお、マシン構成の欄に表示される情報は、お使いのコンビ 
ュータによって異なります。 


(5) フロッピィデイスクへの MS-DOS 6.2 のインストールは終了です。 


『運用ディスク#1』を1台目のフロッピィディスクに挿入し、キーを押してください。 
自動的にコンピュータが再起動して MS-DOS 6.2 が起動します。 


ノ7トールコフント 


i*：iht f€C Corrorat ion lv.：：. \ ,: x ： 


? 卜 一. 1 1 •か給了しました 


_075暮基％トラィフい . 

-©，於 


フロッピィティスクでは MS-DOS 6.2 のサボートするすべての機能を使用できません。 

また、フロッピィディスクでの運用には、2台以上のフロッピィディスクドライブが必要です c 
MS-DOS 6.2 の新ししヽ機能をお使いになるためには、固定ディスクでの使用をお奨めします。 



..-1 .11::.0 .-■ キ 

M...S-SMD 

r..R BE::.:H 
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1.3 Windows 3.1 用コマンドのインスI"ール 

ここでは、 MS-DOS 6.2 に添忖されている Windows 用コマンドのインストール方法について説 
明します。 

MS-DOS 6.2 には 、 Windows 3.1 をより便利にご使叫いただくために、あらたに次の3つのコマ 
ンドがサポートされました。 


ウイルスバ スター 98 
MWUNDEL コマンド 
DoubleSpace 情報 


ここでは、これらのコマンドのインストールカ•法を解説します。各々のコマンドの機能と操 
作法については、各コマンドのヘルプを参照してください。 


1.3.1 インストールの手順 

ここでは INSTW 1 N コマンドを使⑴して、お使いの凼定デイスクの Windows に新たなコマンド 
をインストールする//法を説明します。「1.1凼定デイスクへの MS-DOS 6.2 のインストール」 
から⑴続きこの章を参照された埸介は、 T . 川 fi の②以降からお読みください。 


MS-DOS 6.2 をインストールした際に、 Windows モジユールのインストールを済ませている 
方は、これ以降の作業を行う必要はありません。 

また、インストールする Windows モジュールがご使用になれるのは、パージョン 3.1 以降の 
Windows のみです。 



Windows 3.1 川コマンドをインストールする f •順は次の通りです。 Windows を実行している場 
合は、これを終 r し MS - DOS のコマンドプロンプトにしてください。 

① MS-DOS のコマンドプロンプトから次のように入力します。 

INSTWIN ® 

しばらく、固定ディスク内の Windows を検索した後、 INSTWIN コマンドのメニューが表示 
されます0インストールを中止する場合は、0 G キーで[終了]を選び、キーを押して 
ください。なお、お使いの環境によって、表示されるドライブ名やディレクトリ名は異な 
ります。 


I MSTW I N コフント " er .：•：.；•：： 

---- copyright ( C ) № 1 . Corporation 19 XX - 

e ： 

W i n d ows ディレクトリ ^：¥WINDCWS 

実行 

終了 


■，巧を騎也 M い. 


3C 本 
a f ： r J： h ： 


一を押すと処理を中止す$ . ことり•て^ 


泣 キーを 押して<•たさい 
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Windows がインストールされていない場合は、 Windows がインストールされていない旨の 
メッセージを表示し、 INSTWIN コマンドは終了します。この場合は Windows を固定ディス 
クにインストールしてから、 INSTWIN コマンドを再度実行してくださし、。 

②最初に送り側ドライブを設定します。画面には送り側ドライブとして使用できるドライブ 
名が表示されています。キーでドライブを指定し、キーを押して選択してくださ 

い0 


1NSTW 丨 N コマント kr.X.XX 

- Copyright (C) Nll 〔orporation 19XX - 



Wind ows テイレクトリ 料 MNKWS 

実行 



差り则のトライフを指定してくたさい 

二印キー 11.1- ' て增目を選択し リク --: キ ー を押して.:た.？ ぃ 

iE S C キーを押すと処理を中 iEf ことかてきます、 

B 厂： Ci: H: 


③次にインストールする Windows デイレクトリを選択します。画面にインストールの対象の 
Windows ディレクトリ名が表示されます。 


I NSTWl N ] フント Uer.：：.：%K 

- CopV'ri^t (C) NbC Corporation 19XX - 

送り_トライブ E: 

kVJitl » t 4 VigtiiBiBfeiaK ] h ：= fwinkw 5. 

実行 

絳了 


Windows デイ.レクトリ考指定して（.たさい 
矢组キー‘ I •に）で虔択 L リター 
* ESC キーを押すと処理を串止することが 
~ ■ . cows 


ティ . レクトリ = A : WINK 


:と“ r ま鈐してたさい 


④すべて設定が終了したら、実行を選択してください。インストールが始まります。メッセ 
—ジにしたがい、操作してください。次のメッセージが表示されたら、インストールは完 
了です。 


インストールは終了しました 
どれかキーを押してください 

適当なキーを押すと INSTWIN コマンドを終了するかどうか聞いてきます。終了する場合は 
[はい]を選択してください。 

これで Windows 3.1 用のコマンドのインストールは終厂です。次1〇1の Windows 起動時からアッ 
プ グレー ドした機能をお使いいただけます:インストールされた Windows の新機能については、 
『 MS - DOS 6.2 ユーザーズマニュアル』の「発 M 編 5.6 Windows 川ユーティリティを使う」を参 
照してください。 
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1.4 MS-DOS 6.2 ご使用に際して 


-部の機補やソフトゥヱァのなかには、 MS-DOS 6.2 をお使いいただく際に設定作業が必要な 
ものがあります。ここでは、その作業について解説します。該当する项11をよく読んでから作 
業を行ってください。 


1.4.1 Windows 3.1 との関係について 

MS-DOS 6.2 のインストール後に Winclos 3.1 をインストールした埸介、 CONFIG . SYS と 
AUTOEXEC . BAT の設定を修 lE する必要があります SEDIT を使用し、 AUTOEXEC . BAT と 
CONFIG . SYS の各行を修正してください(矢印のステートメントを参考にしてください）。 

[ CONFIG . SYS ] 

FILES =30 

BUFFERS =10 

SHELL = ¥ COMMAND.COM /P 
「 DEVICE = A : ¥ WINDOWS ¥ HIMEM.SYS 

DEVICE = A ： ¥ WINDOWS ¥ EMM 386 .EXE / P =64 /UMB / T=A ： ¥ DOS ¥ EXTDSWAP.SYS 
DEVICEHIGH=A : ¥ DOS ¥ SETVER.EXE 
DEVICEHIGH=A ： ¥ DOS ¥ PRINT.SYS /U 
—— DEVICE=A : ¥ WINDOWS ¥ SMARTDRV.EXE / DOUBLE_BUFFER 
DEVICEHIGH=A : ¥ DOS ¥ RSDRV.SYS 
DEVICEHIGH=A : ¥ DOS ¥ KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A : ¥ D 0 S ¥ NECAI 1 .DRV 
DEVICE=A : ¥ D 0 S ¥ NECAI 2 .DRV 
DOS = HIGH，UM 巳 

し DEVICE=A : ¥ DOS ¥ HIMEM.SYS 

► DEVICE=A ： ¥ DOS ¥ EMM 386 .EXE / P =64 /UMB / T=A ： ¥ DOS ¥ EXTDSWAP.SYS 
-BEM DEVICE=A ： ¥ WINDOWSVSMARTDRV.EXE / DOUBLE—BUFFER 

[ AUTOEXEC . BAT ] 

— A : ¥ WINDOWS ¥ SMARTDRV.EXE 
©ECHO OFF 

PATH A : ¥ WINDOWS ; A : ¥ DOS ; A : ¥ 

SET TEMP=A : ¥DOS 

SET DOSDIR=A : ¥ DOS 

MOUSE 

DOSSHELL 

MOUSE /R 

— A : ¥ DOS ¥ SMARTDRV.EXE /X 


1.4.2 98 MU じ Ti CanBe をご使用の場合 

98 MULT 1 CanBe ( PC -982 lCb / Cx / Cf ) で MS-DOS 6.2 をご使こなる埸合は、テキストモー 
ドでご使用ください。 
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1.4.3 PC - 9801 NL / R をご使用の場合 

PC - 9801 NL/R で MS-DOS 6.2 にアノブ グレード される埸介は、アノプ グレー ド後に、 
CONFIG.SYS とバッチファイルの設定を変吏する必赀があります. SEDIT で次の例を参考に変 
纪してください （ X - 印のステートメントに閲して変史•してください）。なお、変更作業に際して 
はまず次の手順で SEDIT を起動してください。 

① 『 MS-DOS 6.2 システムディスク# 1 :で起動 

② インストールコマンドを戸 cj キーにより終了 

③ 『 MS - DOS 6.2 システムディスク# 8. をセットし SEDIT を起動 

④ MS - DOS 6.2 にアップグレードしたドライブ（固定ディスクの中）の次の各ファイルを変更 


[ CONFIG . SYS ] 


FILES=30 
巳 UFFERS=20 

SHELL= ¥ COMMAND.COM /P 


DEVICE=A : ¥ DOS ¥ HIMEM.SYS 
- DEVICE = A ： ¥ DOSVEMM 386 .EXE / P =12 
DEVICE=A : ¥ DOS ¥ SETVER.EXE 
DEVICEHIGH=A ： ¥ DOS ¥ PRINT.SYS /U 
DEVICEHIGH=A : ¥ DOS ¥ RSDRV.SYS 
DEVICEHIGH=A : ¥ DOS ¥ KKCFUNC.SYS 
DEVICEHIGH=A : ¥ DOS ¥ SSDRV.SYS 
DEVICEHIGH=A : ¥ DOS ¥ CARDSET.SYS 
DEVICEHIGH=A : ¥ DOS ¥ MCDRV.SYS 
DOS = HIGH,UMB 


/UMB / T=A : ¥ DOS ¥ EXTDSWAP.SYS 


1 — ►DEVICE=A ： ¥ DOS ¥ EMM386.EXE /P=256 /UMB /T=A : ¥ DOS ¥ EXTDSWAP.SYS /DPMI 


[¥ DEF ¥ JW—SHELL 巳 AT ] 


◎ ECHO OFF 
: LOOP 

pA : ¥DOS¥ADDDRV A : ¥ DEF ¥ ATOK8M.DEV 
A : ¥ DOS ¥ DPMI /C A : ¥ DEF¥ JW2.BAT 
La : ¥DOS¥DELDRV 
DPMI /C A : ¥ DEF ¥ SHELL.BAT 

IF NOT EXIST A : ¥DOS¥ $E$X$I$T GOTO LOOP 
DEL A : ¥D0S¥ $E$X$I$T > NUL 

[- DPMI 

A : ¥DOS¥ADDDRV A : ¥ DEF¥ ATOK8M.DEV 
CALL A : ¥DEF¥JW2.BAT 
^ A : ¥DOS¥DELDRV 
DPMI /R 

DPMI 

CALL A : ¥ DEF ¥ SHELL.BAT 

-DPMI /R 
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[¥ DEF ¥ SHELL _ JW . BAT ] 


@ECHO OFF 
: LOOP 

— DPMI /C A : ¥ DEFMSHELL.BAT 

IF EXIST A : ¥ DOS ¥ $ E $ X $ I$T GOTO END 
r A : ¥ DOS¥ADDDRV A : ¥ DEF ¥ ATOK 8 M.DEV 
A : ¥ DOS ¥ DPMI /C A : ¥ DEF ¥ JW 2 .BAT 
L-A : ¥ DOS¥DELDRV 
GOTO LOOP 
: END 

DEL A : ¥ DOS ¥ $ E $ X $ I$T > NUL 
pDPMI 

し CALL A : ¥ DEF ¥ SHELL.BAT 

LppMI /R 

-DPMI 

A : ¥ DOS¥ADDDRV A ： ¥ DEF ¥ ATOK 8 M.DEV 
— CALL A : ¥ DEF ¥ JW 2 .BAT 
A : ¥ DOS¥DELDRV 
•-DPMI /R 


1.4.4 PC -9801 NL / A 260 A をご使用の場合 

PC -9801 NL / A 260 A で MS-DOS 6.2 にアップグレードされるル il > は、アップグレード後に、 
CONFIG . SYS とバッチファイルの，没逆を変山する必奴があります: SED 1 T で以ドの例を参考に 
変 1 ii •してください（欠印のステートメントを変 1 i ! してください）。なお、変汜作紫に際してはま 
ず次の ]*• •順で SEDIT を起動してください。 

① 『 MS-DOS 6.2システムディスク#1』で起動 

② インストールコマンドを esc キーにより終了 

③ 『 MS - DOS 6.2 システムディスク#8』をセットし SEDIT を起動 

④ 固定ディスクの MS-DOS 6.2 をインストールしたドライブの次の各ファイルを変更 
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[ CONFIG . SYS ] 

FILES=30 

BUFFERS=20 

SHELL= ¥ COMMAND.COM /P 
DEVICE=A : ¥DOS¥HIMEM.SYS 

— DEVICE=A : ¥ DOS ¥ EMM386.EXE /P=12 /UMB /E=DCOO-DFFF /T=A ： ¥ DOS ¥ EXTDSWAP.SYS 
DEVICE=A : ¥ DOS ¥ SETVER.EXE 
DEVICE=A ： ¥DOS¥PRINT.SYS /U 
DEVICE=A : ¥DOS¥RSDRV.SS 
DEVICE=A : ¥DOS¥KKCFUNC.SYS 
DEVICE=A : ¥DOS¥SSDRV.SYS 
DEVICE=A : ¥DOS¥CS.EXE 

DEVICE=A : ¥ DOS ¥ CSALLOC.EXE A : ¥ DOS ¥ CSALLOC.INI 
DEVICE=A : ¥DOS¥CDCOMP.SYS 
DEVICE=A : ¥DOS¥MCDRV.SYS 
DEVICE=A : ¥DOS¥HDCARD.SYS 

DEVICE=A : ¥ DOS ¥ CARDID.EXE A : ¥ DOS ¥ CARDID.INI 
DOS=HIGH,UMB 

- ►DEVICE=A ： ¥ DOSEMM386.EXE /P=256 /UMB /E=DCOO — DFFF /T=A ： ¥ DOS ¥ EXTDSWAP.SYS 
/DPMI 


[¥ DEF ¥ JW _ SHELL . BAT ] 


@ECHO OFF 
: LOOP 

— A : ¥ DOS ¥ DPMI /C A : ¥ DEF¥ JW2 . 巳 AT 
—— A : ¥ DOS ¥ DPMI /C A : ¥ DEF¥ SHELL.BAT 

IF NOT EXIST A : ¥DOS¥ $E$X$I$T GOTO LOOP 
DEL A : ¥DOS¥ $E$X$I$T > NUL 


p DPMI 

し CALL A : ¥DEF¥JW2.BAT 
- DPMI /R 

- DPMI 

— CALL A : ¥DEF¥ SHELL.BAT 
- DPMI /R 
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[¥ DEF ¥ SHELL — JW . BAT ] 


@ECHO OFF 
: LOOP 


— DPMI /C A : ¥ DEF ¥ SHELL.BAT 


IF EXIST A : ¥DOS¥ $E$X$I$T GOTO END 
- A : ¥ DOS ¥ DPMI /C A : ¥DEF¥JW2.BAT 


GOTO LOOP 
: END 

DEL A : ¥DOS¥ $E$X$I$T > NUL 


[- DPMI 

し CALL A ： ¥DEF¥SHELL.BAT 
L-DPMI /R 

i-DPMI 

一 CALL A : ¥DEF¥JW2.BAT 
一 DPMI /R 


1.4.5 SV - H 98 model 61 ご使用の場合 

SV - H 98 model 61 のディスクアレイへ MS-DOS 6.2 をインストールする埸合、既領域へのイン 
ストールはインストールコマンドのに従ってインストールできますが、訢规領域へのイン 
ストールは以ドの r ••順でインストールしてください（なお、アップグレードセットご購入の埸 
合は、祈规 m 域へのインストールはできません）。 

1 『 MS-DOS 6.2システムディスク#1』で MS-DOS 6.2 を起動後（インスト_ルコマンドが 
起動される）、 esc : キーを押した後、「はい」を選んでインストールコマンドを終了してくだ 
さい。 

②装置に添付のユーティリティディスクと入れ替えて、 FORMATA コマンドを/ I オプションを 
付けて起動してください。 

例： 40 M バイトの領域を確保する場合 

A > FORMATA 40 /I 

3次のメッセージが表示されたら、 Y ] キーを押す前に、フロッピィディスクを 『 MS-DOS 
6.2 システムディスク #1 j に入れ替えてください0 


装置番号1のディスクアレイに領域を確保します。よろしいですかく Y / N > ? 


4 次のメッセージが表示され、 FORMATA コマンドが終了します。 

フォーマットが終了しました。システムを再起動してください。 

⑤ 『 MS-DOS 6.2システムディスク#1』を入れたままシステムを再起動してください。イン 
ストールコマンドが起動されたら、メッセージにしたがってインストールを行ってくださ 

し 、0 
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1.4.6 巳 CKWHEAT . SYS につし、て 

次の機補に MS-DOS 6.2 をインストールした場合、 CONFIG . SYS に BCKWHEAT . SYS が自動的 
に組み込まれます。このドライバは、当該機11において MS-DOS 6.2 を動作させるために必要な 
ドライノ <ですので、削除しないようにお願 I 、します。 

• PC -9821 TS 

• PC -9821 Ap 2/ As 2 

• PC -9821 Bp / Bs/Be 

• PC -9801 BA 2/ BS 2/ BX 2 


1.4.7 PC - 9801 N - J 03 につし、て 

PC -9801- J 03 ( SCSI カード)に CD - ROM 装置を接続してご使用になる埸合は、 CUSTOM コマン 
ドで 「 CD - ROM 装置を使用する」と指定しても、 CD - ROM 装置が認識されない埸合があります。 
このような埸合は、 SED 1 T を使 R ] して CONFIG . SYS の中の NECCD . SYS ステートメントを一番最 
後に指定してください。 
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アプリケーションのインスト _ ル 


MS-DOS 6.2 INSTALL GUIDE H 

TWO 



この章では' 市販のアプリケーションソフトーワ—ドプ□セツサや表計算など一を 
MS - DOS で使えるようにするまでに必要なものと、操作の手順を解説します。 









_フアイル表示 
ウインドウ 


メインウインドウ 


ファイル _ 覧 

これが DOS シエルの画面です 



これがコマンドプロンプトの刚です。 

ここでは、アプリケーションの運用ディスクをつくる方法をおおまかに説明します。劣際に 
どのようにアプリケーションを使っていくかを芩えながら、読み進めてください。 


2.1 アプリケーシヨンを使うには 


市販のアプリケーションは、 H ってきたときの状態の まま 使える わけではありません。ます、 
アプリケーションを闹定ディスクかフロッピィディスクにコピーし、各種の設定をして、いつ 
でも使える状態にする必® があります。 このディスクへコピーする作業を「インストール」と 
いいます。 

次にインストールしたアプリケーションを 「 DOS シェル」に登録します。こうしておくと、 
DOS シェルの「プログラム-覧」から選択するだけで、いつでも簡単にアプリケーションを货 
行できます。このように、アプリケーションをいつでも使えるように) H 意してあるディスクの 
ことを「運用ディスク」といいます。 



ー プログラムー覧 


S 
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2.1.1 MS - DOS でアプリケーションを使う形態 

アプリケーションを MS - DOS 上で日常的に使う（運用する、などと表現します）ことを考え 
ると、起動する形態には2つあることがわかります。 

•固定ディスクによる運用 



固定ディスクに複数のアプリケーションを 
インストールし、いつでも MS - DOS から使え 
る状態にしておく方法です。 MS - DOS 自体も 
固定ディスクから起動するので、フロッピィ 
デイスクは基本的に必要ありません。 



—部のアプリケーションでは、違法なコピーを防ぐために固定ディスクにインストールできな 
い場合があります。このような場合は、フロッピィディスクで運用ディスクを作成してください。 


>フロッピィディスクによる運用 


MS - DOS のシステムとアプリケーションの 
プログラムを1枚の フロ ッ ピィディスクにイ 
ンストールして、アプリケーション起動専用 
のフロッピィディスクをつくる方法です。 
MS - DOS の起動からアプリケーションの実行 
までを一貫して行うことができます。また、 
使いたいアプリケーションの数だけ運用ディ 
スクを先につくっておけば、あとはディスク 
の差し替えだけでアプリケーションを使えま 
す 0 


アプリケーションをフロッピィディスクで運用する場合は、インストールするためのフロッ 
ピィディスクが必要です。アプリケーション添付のマニュアルで、フロッピィディスクの種類 
(「2 HD 」 と呼ばれる 1 M バイト、 1.44 M バイトタイプ、または 「2 DD 」 と呼ばれる 640 K バイトタ 
イプ）と/必要なネ女数を確認、してください0 
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2.1.2 一般的なインストール手順 

運用方法を決めたら、次はインストールの方法を選びます。 MS - DOS でアプリケーションを 
使えるようにするまでの手順には大差がありません。まず、アプリケーションに添付されてい 
るマニュアルで、次の点を確認してください。インストールの方法は4通りあり、質問に答えて 
いくと、そのアプリケーションに最適なインストール方法がわかります。 



Q 

そのアブリケーシヨンはシス 
テムを転送するだけで使えま 
すか 9 




いいえ 

はい 






♦ 



Q 


アプリケーション独自のイン 
ス I ルコマンドがあります 
か？ 




フロッピィ 

ディスク 


いいえ 


はい 


□匚 

LQJ 



0 



1 




固定ディスク 


Q 


MAOIX には対応して 
いますが 9 


▼ 


簡易イン 
(INSTAP 
によるイン 


ストール 
コマンド） 
ストール 


はい 


SETUP コ 
デフオル 
ファイル 
インス 


マンドと 
卜の定義 
による 
卜ール 


( 

SETUP コ 

^- 

マンドと 



MAOIX 

対応定義 



ファイル 

による 



インス 

卜ール 
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次に、それぞれの方法について説明します。 


独自のインストール方法を採用しているアプリケーションは、ここで説明する手順ではイン 
ストールできないこともあります。インストールの作業を始める前に、アプリケーション添付 
のマニュアルをよくお読みください。 


• SYS コマンドによるシステムの転送 

アプリケーシヨンのオリジナルディスクの中には、 MS - DOS のシステムのために特別に場所 
を空けてあるものがあります。このような構造のディスクを「ブランクディスク」といいます。 
ブランクディスクは、 MS - DOS のシステムを追加するだけで運用ディスクとして使えるように 
なります。 

詳しい手順については、本章の「2.2 SYS コマンドによるシステムの転送」を参照してくだ 
さい。 


•簡易インストール （ INSTAP コマンド）によるインストール 

この方法では、 INSTAP コマンドを実行し、さらにその中でアプリケーション独自のインスト 
—ルコマンドを実行します。また、固定ディスクへのインストールに加えて、 DOS シヱルへの 
登録や環境ファイルの作成まで行えます。 

詳しい手順については、本章の「2.3簡易インストール （ INSTAP コマンド）によるインス 
トール」を参照してください。 


• SETUP コマンドと MAOIX 対応定義ファイルによるインストール 

この方法は 「 MAOIX 方式」と呼ばれるもので、ァプリケーション添付の MAOIX 対応定義フ 
ァイルを使って SETUP コマンドを実行します。具体的には、 SETUP コマンドを起動したときに 
[ i スクリプトー覧]を選択して、以降の作業は画面とアプリケーション添付のマニュアルにし 
たがって行います。また、固定ディスクやフロッピィディスクへのインストールに加えて、 
DOS シヱルへの登録も行えます。 

詳しい手順については、本章の「2.4 SETUP コマンドによるインストール」を参照してくだ 
さい 0 


• SETUP コマンドとデフオルトの定義ファイルによるインストール 

この方法では、 “ SETUP . INI ” という標準の定義ファイルを使って SETUP コマンドを実行しま 
す。また、固定ディスクやフロッピィディスクへのインストールに加えて、 DOS シェルへの登 
録も行えます。 

詳しい手順については、本章の「2.4 SETUP コマンドによるインストール」を参照してくだ 
さい 0 
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2.1.3 環境の確認 

インストールの全体像をつかんだところで、作業環境を確認しておきます。お使いの g 境や 
これから行う作業によっては、インストールする前に準備が必要な場合もあります。本編では、 
次のような状況を前提にインストール手順を説明していますので、あらかじめ確認しておいて 
ください。 



「ドライブ」 について は、 『 MS-DOS 6.2 ユーザーズマニュアル』 の「基本操作編 2.2.1 ド 
ライブとは」を参照してください。 


• 固定ディスクにインストールする場合 

固定ディスクとフロッピィディスクドライブを1台ずつ使います。 MS - DOS は固定ディスクか 
ら起動するので、固定ディスクが「ドライブ A 」、 フロッピィディスクドライブが「ドライブ B 」 
となります（ちなみに2台目のフロッピィデイスクドライブがあれば「ドライブ C 」 になりま 
す）。 


•フロッピィディスクにインストールする場合 

固定ディスク1台に加えて、フロッピィディスクドライブが2台必要です。もし、お使いのコ 
ンピュータにフロッピィディスクドライブが1台しかない埸合は、もう1台増設してください。 
この場合も MS - DOS は固定ディスクから起動するので、固定ディスクが「ドライブ A 」、 1台目の 
フロッピィディスクドライブが「ドライブ B 」、 2台目は「ドライブ C 」となります。 



仮想フロッピィディスクドライブを使ってアプリケーションをフロッピィディスクにインス 
トールする場合は、まずアプリケーションのオリジナルディスクを 「 DISKCOPY コマンド」を 
使って、仮想フロッピィディスクドライブにコピーしておいてください。 DISKCOPY コマンド 
については、 『 MS-DOS 6.2 ユーザーズマニュアル』の「発展編 5.2 DISKCOPY コマンド」を 
参照してください。 

仮想フロッピィディスクドライブは、本機能がサポートされている機種で、 MS-DOS 5.0 A-H 
インストール済みの領域に MS - DOS 6.2 をインストールした場合にのみご利用いただけます。 
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2.2 SYS コマンドによるシステムの転送 


ここでは、本章の「2.1.2—般的なインストール手順」で説明した「ブランクディスク」に 
MS - DOS のシステムを追加して、アプリケーションの運用ディスクをつくる方法を説明します。 

カレントドライブがドライブ A であることを確認後に DOS シエルを起動し、アプリケーショ 
ンのブランクディスクをドライブ B にセットして作業をはじめてください。 



DOS シェルの起動方法については、 『 MS-DOS 6.2 ユーザーズ マニュアル』 の「基本操作編 
1.2 DOS シヱルの起動と終了」を参照してください。 


①[ファイル操作]から[システムファイルの転送]を選択します。 



mm マウスの操作 

[メイン]ウインドウの[ファイル操作]をダブルクリックし、その中の[システムファ 
イルの転送]をダブルクリックしてください。 

キ-ポ-ドの操作 

まず® キーを 何回か押して[メイン]ウィンドウを反転表示させます。次に、 CDCB キ 
一を使って[ファイル操作]を反転表示させ、@キーを押します。さらに CD ® キーを 
使って[システムファイルの転送]を反転表示させ、©キーを押してください。 
コマンドプロンプトから実行する場合は 、 “SYS b :” と入力し、@キーを押してくだ 
さい。 

②システム転送先のドライブを指定します。 
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[パラメータ入力]の欄に “ B :” と入力し、©キーを押してください。 MS - DOS のシステ 
厶ファイルの転送が始まります。 

③ DOS シエルの画面に戻ります。 


SYS コマンド Uersion X.XX 
^Copyright (C) NEC Corporation 19XX, 19XX 

j システムが転送されました 
キーをどれか押すと， MS-DOS Shell に戻ります . 


WBSfM ttW mam KHffil — ■『腿 15531 — 


システムファイルの転送が終わると、このような画面が表示されます。どれかキーを押し 
てください。 DOS シェルの画面に戻ります。 

コマンドプロンプトから実行した場合は、何も表示されません。 
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2.3 簡易インストール （ INSTAP コマンド）によるインストール 


ここでは、 INSTAP コマンドでアプリケーションをインストールし、 DOS シェルに登録する方 
法を説明します。また、-度 MAOIX 方式でインストールしたアプリケーションを、 INSTAP コ 
マンドで DOS シヱルに登録しなおす方法も説明します。 


ョンがある場合は、なるべく INSTAP コマンドで登録し直してください。 


2.3.1 インストールして登録する 

ここでは、アプリケーションを固定ディスクにインストールし、 DOS シェルに登録するまで 
の手順を説明します。 

準備ができたらコンピュータの電源を入れて、 DOS シェルを起動してから作業を始めましょ 

う。 


DOS シヱルの起動方法については、 『 MS-DOS 6.2 ユーザーズマニュアル』の「基本操作編 
1.2 DOS シェルの起動と終了」を参照してください。 



囲 


INSTAP コマンドを使って DOS シェルに登録するのと、 MAOIX 方式で登録するのとでは、ァ 
プリケーシヨンの起動方法が異なります。以前に MAOIX 方式でインストールしたアプリケーシ 


① INSTAP コマンドを実行します。 



E=3 corimND .con 
^ CONFIG .SYS 
控 3 NECAI .SYS 
既 README .DOC 
Eb READHE2 .DOC 
函 SETUP .DEF 


X.XXX XX-XX-XX ： 
X,XXX XX-XX-XX 

x，m xx-xx-xx! 

X,XXX XX-XX-XX 
X.XXX XX-XX-XX 
X.XXX XX-XX-XX 


■■ マゥスの操作 

[メイン]ウィンドウにある[アプリケーションの登録]をダブルクリックし、その中の 
[簡易インストール]をダブルクリックしてください。 

キ—ボードの操作 

まず、@キーを何回か押して[メイン]ウィンドウを反転表示させます。次に、 ( T ]( T ) 
キーを使って[アプリケーションの登録]を反転表示させ、ぼ]キーを押します。さらに 
[ HE キーを使って[簡易インストール]を反転表示させ、©キーを押してください。 
コマンドプロンプトから実行する場合は、 “ INSTAP @” と入力してください。 
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②インストール先のドフイブ名を選択します 0 


参考 


アプリケーション添付のマニュアルにしたがって、独自のインストールコマンドを入力し 
てください。 

このとき、インストール先には②で指定したドライブ内のデイレクトリを指定してくださ 


ディレクトリについては、 『 MS-DOS 6.2 ユーザーズマニュアル』の「基本 操作編 2.3 ディ 
レクトリの 操作」 を 参照して ください。 


④ INSTAP コマンドに戻ります c 


インストールが完了しました 


アプリケーションのインストールコマンドが終了すると、このようにコマンドプロンプト 
が表示されます。 “EXIT@” と入力して、 INSTAP コマンドに戻ってください。 


INSTAP コマンド 


.Copyright (O NEC Corporation 19XX — f: 


アブリケーシヨンをインストールするドライブを選択してくたさい 


画面には、固定ディスクのドライブ名が表示されています。この中から、アプリケーシヨ 
ンをインストールしたいドライブ名を選択します。00キ_で目的のドライブ名（ここ 
では [A:]) を反転表示させ、@キーを押してください。確認のメッセージが表示された 
ら、[はい]を選択して©キーを押してください。 


③アプリケーション独自のインストールコマンドを実行します。 
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⑤インストール先のディレクトリを選択します。 


INSTAP コマンド 



- Copyright (C) NEC Corporation 19XX - 

シヨンをインストールしたディレクトリ名を選択してください 


画面には②で指定したドライブ内にあるサブディレクトリの一覧が表示されています。 
[0 UJ キーを使って、この一覧からアプリケーションをインストールしたサブディレクト 
リを反転表示させ、@キーを押してください。 


⑥アプリケーションの実行ファイルを選択します。 


INSTAP コマンド 


• Copyright (C) NEC Corporation 19XX - 


z 取 eg :ノ f イ:ノ扑1、し技イ M 卜作を鲣してください 


アプリケー 


3 ンをイン7卜ールしたテイレクトリ = A:¥DOS 


アプリケーションの起 I カフアイルを選択してください 


画面には、⑤で指定したサブディレクトリにある実行可能ファイルの一覧が表示されてい 
ます。 CBCD キーを使って、この一覧からアプリケーションの実行ファイルを反転表示さ 
せ、 ® キーを押してください0 

どれが該当するファイルかがわからないときは、アプリケーション添付のマニュアルで確 
認してください。 

⑦ DOS シェルに登録するときの名前を指定します。 


INSTAP コマンド 


く .XX 


：opyright (〇 NEC Corporation 19XX - 


_鄕:齡 S 紹 《 盤: J 傲躞酚て < き 


' の超!];)フアイルを選択してください 
，の起動ファイル= CALC.EXE 


アプリケーシヨ： 

アプリケーシヨ： 

DOS シヱルに登 $ f するアブリケーシヨンの名称を入力してくた'さい 
名称=らくらくカルク 


ここでは、[メイン]ウィンドウのプログラムー覧に表示する名前を入力します。空白も含 
めて半角で23文字、全角で11文字以内の名前を入力し、©キーを押してください。そのア 
プリケーションが一目で識別できるように、わかりやすい名前をつけましょう。 

確認のメッセージが表示されたら、[はい]を選択して@キーを押してください。 

これで、アプリケーションのインストールと DOS シェルへの登録が終了しました。次回 DOS 
シェルを起動したときには、プログラムー覧にアプリケーションが登録され、それを選択する 
とアプリケーションが起動するはずです。アプリケーションの実行方法については、「第3章 
アプリケーションの実行」を参照してください。 
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2.3.2 以前にインストールしたアプリケーションを登録する 

ここでは、 MAOIX 方式でインストールしたアプリケーションを、 INSTAP コマンドで DOS シ 
ェルに登録しなおす方法を説明します。 

準備ができたらコンピュータの電源を入れて、作業を始めてください。 

① INSTAP コマンドに 「/ M 」 スイッチをつけて実行します0 

このコマンドは DOS シェルに登録されていないので、まず@キーを押したままキーを 
押してコマンドプロンプトを表示させます。 

コマンドプロンプトが表示されている場合はそのままでかまいません。 

この状態で、 “ INSTAP / Myj ’’ と入力してください0 


INSTAPU 7 ンド 


し XX 
一 0〇[ 


>pyriglt (C) NEC Corporation 19XX - 


7 プリケーシヨンをインストールするドライブを選択してください 


以降は、本章の「2.3.1インストールして登録する」の手順②、⑤、⑦と同様です。 
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SETUP コマンドを使つインストールには、アプリケーション独自の定義ファイルを使う 「 MAOIX 方式」 
と、標準の定義ファイル “ SETUP . INI ” を使う場合があります0どちらの方法がこれからインストールす 
るアプリケーションに適しているかは、本章の「2.1.2—般的なインストール手順」で確認してください。 
途中から手順が分かれているので、よく読みながら作業を進めてください。 

手順は、固定ディスクにインストールする場合と、フロッピィディスクにインストールする場合に分け 
て説明します。 


2.4.1 固定ディスクにインストールする場合 

ここでは、 SETUP コマンドを使ってアプリケーションを固定ディスクにインストールする方 
法を説明します。 MAOIX 方式でもそうでなくても、最初は同じように作業が始まります。途中 
から作業が分かれるので、よく注意して進めてください。 


それでは、コンピュータの電源を入れて、 
スクをセットしてから作業を始めましょう。 


ドライブ B にアプリケーションのオリジナルディ 


①コマンドラインから SETUP コマンドを実行します。 


㈣ 


Y ウスの操作 


まず[ファイル]メニューをクリックし、その中の[実行]をクリックしてください。 
[実行]のダイアログボックスが表示されます。 


Ir^O 


キーボードの操作 


@キーを押してから⑷キーを押すと、[ファイル]メニューがオープンします。この状 
態で CBCB キーを使って[実行]を反転表示させ、@キーを押してください。[実行]の 
ダイアログボックスが表示されます。 

コマンドプロンプトが表示されている場合は、そのままでかまいません。 

この状態で、 “ SETUP ®” と入力してください。 


2.4 SETUP コマンドによるインストール 
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②インスト_ルの実行方式を選択します。 


MAOIX UX.X 

\SSSMBt3 w：¥_. 

1 SETUP.1N1 による心力 


Copyright <C)19XX ASCII Corporation NEC Corporation. 

_] 


i スクリ r 卜の入って t» るディレクトリを入力してください。 


| 酬_ miam 


i で SETUP も選択できます。 

MM ESDI KM 


MIM i:;asM | 


画面には、 [ i スクリプトー覧]と [ SETUP . INI によるインストール]の2つが表示されてい 
ます。 

MAOIX 方式で実行する場合は、1310キーで [ i スクリプトー覧]を反転表示させ 、 [A : ¥] 
の部分を®キーで消してから [B : ¥] と入力し、@キーを押してください。それ以降は、 
画面の説明にしたがって作業を進めてください。 

それ以外の場合は、 [ SETUP . INI によるインストール]を反転表示させ、@キーを押して 
ください0作業は次の③に続きます0 

③インストール先のドライブ名を選択します。 


SETUP, INI によるインストール 


- Copyright (C) NEC Corporation 19XX,19XX - 


議囊戀 

ディスクをセットしてく方’さい 


-DOS シフ.テム 


獲韶ク : B 

固定: r イスク ： A 




与印キー 

SB e : c: 


画面の一番下には、ドライブの一覧が表示されています。キーで目的のドライブ名 
(ここでは [ A :]) を反転表示させ、®キーを押してください。 
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④アプリケ_シヨンのオリジナルディスクを入れるドライブ名を選択します。 


SETUP . 丨 N 1によるインストール 


• Copyright (C) NEC Corporation 19XX.19XX - 


アブリ ケーシヨン プログラムを登錄するドライブ名の指定 

沾? gffllf 龍 / 1 S_DOS システムの全 ファィ ルが 固定 ティ スクに 

フロツピィティフクに登る場台は、指定するドライブに最初は MS — DOS システム' 

登錄するドライブ ： A 




茲 m ムの入つ 


ているディスクをドライブにセットして. 


フロ;^ピイデイ5ク ： B 
固定ナイスク ： A 


編.：... . . ..け‘ 

a : 3 


j ； • 


画面の一番下には、ドライブの一覧が表示されています。00キーで目的のドライブ名 
(ここでは [ B :]) を反転表示させ、キーを押してください。 

⑤ドライブ B に入れたフロッピィディスクを確認します。 


SETUP . INI によるインストール 

- Copyright (C) NEC Corporation 19XX.19XX - 

アプリケーシヨ2プログラムを登錄するドライブ名の指定 

固 f ティフ.之に奪坊する增呂は MS - DOS システムの全ファイルが固定ディスクに 

フ□ッピィティフす f ■場台は、指定するドライブに最初は MS-DOS システム 
ディスクを t ットしてください 

登 irr るドライブ ： a 

拿錄するアブリケーシヨンブ□グラムの入つているディスクをドライブにセットして、 
そのドライブ名を指定してぐゴさい 

アプリケーシ 3 ンのドライブ： B 

:商売ドライフ〉 

フロッピィティスク ： B 
固定テイスク ： A 


ン旭遞陶李す1ネろ⑷て?か 

S 3® いいえ 


) そ顧鏡!を I 〕タニン+二を押し T く. たさい 


画面には確認のメッセージが表示されます。ドライブ巳にセットしたフロッピィディスク 
を確認してください。よければ00キーで[はい]を反転表示させて、©キーを押して 
ください。ドライブ B からドライブ A への フアイルのコピーが始まります。 

[いいえ]を選択して@キーを押すと、③の画面に戻ります。③からやり直してくださし、。 


⑥アプリケーションを起動するためのバッチファイルの名前を入力します。 


: iif するアブリケーシヨンを譏別するための名前を入力してください 
(システム内て重複かなけ n ば.任意の名前を付けることかできます） 
(esc キーを押すと登 if を中止します） 

ウ calc 


2.4 
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ファイルのコピーが 終了したら、アプリケーションの起動に使うバッチ ファイルの 名前を 
入力します。名前は8文字以内の英字で入力してください（大文字と小文字は区別しなく 
てもかまいません）。拡張子 （. BAT ) は必要ありません。 



バッチファイルについては、 『 MS-DOS 6.2 ユーザーズマニュアル』の「環境設定編1丄6バ 
ッチファイルの作成と実行」を参照してください。 

拡張子については、 『 MS-DOS 6.2 ユーザーズマニュアル』の「基本操作編 2.1.1 ファイル名 
のルール」を参照してください。 


⑦アプリケーションを起動するための実行ファイルを選択します0 


アプリケーシヨンプログラムの選択 


実行するアブリケーシヨンブ□グラムの選択を行います 
くキーの 説明> 


^球一 


s 通! IV □グラムを選択 


します 


ここでは、インストールしたアプリケーシヨンを DOS シェルから起動するための実行ファ 
イルを指定します。実行ファイルの名前は、アプリケーション添付のマニュアルで確認し 
てください。 

該当する実行ファイルを ( H 000キーで反転表示させ、@キーを押してください。 

⑧ DOS シェルに登録するときの名前を指定します。 


MS — DOS のメニューにどのような名前で登辣しますか 

DOS シェルコマンドを実行すると、入力した文字列がメニューの先頭に追加，表示され 
ます 

( ESC キーを押すと登鋒を中止します） 

:>らくらくカノレク 


ここでは、 DOS シェルのプログラムー覧に表示する名前を入力します。空白も含めて半角 
で23文字、全角で11文字以内の名前を入力し、@キーを押してください。そのアプリケー 
ションが一目で識別できるように、わかりやすい名前をつけましよう。 

⑨2枚目以降のアプリケーションのオリジナルディスクをコピーします。 


もう一枚アブリケーシヨンのディスクを登録しますか < Y / N >? 


アプリケーションのオリジナルディスクが2枚以上の場合は、ドライブ B に2枚目以降のデ 
ィスクをセットして、 EI キーを押します。⑤からの作業を繰り返してください。 
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アプリケーシヨンのオリジナルディスクが1枚の場合、または最後のディスクのコピーが 
終わったら、 ® キーを押してください。 



ア r リケ-为ン 

WSJTA'' 

製獅介 




準備ができたらコンピュータの電源を入れ、 DOS シェルを起動してから作業を始めましょう。 
① SETUP コマンドを実行します。 
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⑩ SETUP コマンド起動前の状態に戻ります。 


もう一枚アプリケーシヨンのディスクを登錄しますか <Y/N>?n 
キーをどれか押すと， I1S-D0S Shell に戻ります . 


アプリケーションのオリジナルディスクの内容をすべて コピー し終わると、固定ディスク 
でアプリケーションを使う準備は完了です。 

①で DOS シェルから SETUP コマンドを起動した場合は、どれかキーを押すと DOS シェル 
の画面に戻ります。 

コマンドプロンプトから実行した場合は、自動的にコマンドプロンプトに戻ります。 


2.4.2 フロッピィディスクにインス!-ールする場合 

ここでは、 SETUP コマンドを使ってアプリケーションをフロッピィディスクにインストール 
する方法を説明します。 MAOIX 方式でもそれ以外も、最初は同じように作業が始まります。途 
中から作業が分かれるので、よく注意して進めてください。 

それでは、使用するフロッピィディスクをドライブにセットしておきましょう。 

ドライブ B には、「アプリケーションをインストールするフロッピィディスク」をセットしま 
す。このディスクは、なるべく MS-DOS の運用ディスクを使ってください。もしなければ、初 
期化していないディスクなどでもかまいません。 

また、ドライブ C には「アプリケーションのオリジナルディスク」をセットしてください。 




ドライブ C に相当する2台目のフロッピィディスクドライブがない場合は、フロッピィディス 
クドライブを増設してください。 

























■■マゥスの雛 

まず[ファイル]メニューをクリックし、その中の[実行]をクリックしてください0 
[実行]のダイアログボックスが表示されます。 

キ-ボ-ドの操作 

@キーを押してから@キーを押すと、 [ファイル] メニューがオープンします。この状 
態で111 B キーを使って[実行]を反転表示させ、@キーを押してください。[実行]の 
ダイアログボックスが表示されます。 

コマンドプロンプトが表示されている場合は、そのままでかまいません。 

この状態で、 “ SETUP ®” と入力してください。 

②インストールの実行方式を選択します。 


moix ux.x 


re 掛』 『a 与 [七笨 _ 

- 1 

SETUP. INU こよるインスト- 


i 7 クリフ*卜の入っているティレクトリを入力してください。 


1 で SETUP も選択できます。 

■3 H №9 №9 1 

№91 a »： 11111 wmm tsssm MAm 


画面には、 [ i スクリプトー覧]と [ SETUP . INI によるインストール]の2つが表示されてい 
ます。 

MAOIX 方式で実行する場合は、 fflCD キーで [ i スクリプトー覧]を反転表示させます。 
[A ： ¥] の部分をキーで消して “ C : ¥”と入力してから、@キーを押してください。 
以降は、画面の説明にしたがって作業を進めてください。 

それ以外の場合は、 [ SETUP . INI によるインストール]を反転表示させ、@キーを押して 
ください。 作業は次の③に続きます。 

③インストール先のドライブ名を選択します。 


setup , rm によ$イン: 7 卜'-ル 


- Copyright (〇 NEC Corporation 1SXX, 19XX 


アプリケーシヨンブロクラムを登錄するトライブ名の指定 

固定ティ7クに:!;行する埤 s ' は MS — DOS シ7テムの全フアイルが固定ティスクにへ 
コ它一されている必要があります 

フ□ツピィディフクに鸾 if する魚合は、指定するトライブに最初は MS - DOS システムい 
ティスクを tr ット I ..てください 


固定ァィ ' 7ク ： A 

アブリケーシ3ンプログラムを拿* t するトラつブ名を指定 L . て•ナ:さい 
矢 M キー 1 • - • へ ： i — ベぶ:， - 

rt : 3 I . ： 
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画面の一番下には、ドライブの一覧が表示されています。00キーで目的のドライブ名 
(ここでは [ B :]) を反転表示させ、©キーを押してください。 

④アプリケーションのオリジナルディスクを入れるドライブ名を選択します。 


: SETUP . INI によるインストール 

::- Copyright (C) f€C Corporation 19XX, 19»< - 

ぼ盤 5 臨潑處 ファィル舰 ティ スクに 

2□ツビゴ f ィスクに登錄する傷合は、指定するドライブに最初は MS - DOS システム 
ゲイスクを t ツトしてくたさい 

登錄するドライブ ： B 

拿錄アブジグニシヨンブロ.グラムの入っているディスクをドライブに t ットして、 
そのドライフ名を指疋してくたさい 


フロンピィディスク ： B C 
固; iE テイスク ： A 


美!?するてプリケ了^^. 2マ g ダ之么 p 入?. I い多 t ラゴ2章指璋 kT . くたさい 




—) でドライブを選択し.リターンキーを押して'たさい ' 


画面の一番下には、ドライブの一覧が表示されています。 £)0 キーで目的のドライブ名 
(ここでは [ c :]) を反転表示させ、@キーを押してください。 

⑤ドライブ c に入れたフロッピィディスクを確認します。 


k SETUP . INI によるインストール 

；；：： - Copyright (C) NEC Corporation 19XX, 19XX - 

アプリ ケーシヨ ンブログラムを登綠するドライブ名の指定 

固考ティスクに会巧す5>竭台は、 MS - DOS システムの全ファイルが固定ディスクに 

フ□ッピィディフクにす z ， msii . するドライブに最初は MS — DQS •システム 

:ティスクをセットして@さい 

登錄するドライブ ： B 

登錄するアブリケーシヨンプ□グラムの入っているディスクをトライブにセットして. 
そのドライブ名を指定してください 

:アブリケーシヨンのドライブ ： A 

' く接結卜>ライブ〉 

フロッピィティスク: B C 
.，固定ティスク 

プリケーシヨンプログラムの登錄をしますよろしいですか 
一 •—） で項目を選辑し . . - 


■，故 


リターンキーを押してください 


画面には確認のメッセージが表示されます。ドライブ C にセットしたフロッピィディスク 
を確認してください。よければ (30 キーで[はい]を反転表示させて、@キーを押して 
ください。ドライブ C からドライブ B への ファイルのコピーが始まります。 

ここで[いいえ]を選択して®キーを押すと、③の画面に戻ります。 
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⑥インストール先のディスクを初期化するかどうか指定します。 


アプリケーシヨン登錄のために新しいディスクを作成しますかく Y/N>? 


ドライブ B にセットしたディスクが MS - DOS の運用ディスクでない場合は、ここで [ XJ キー 
を押してください0作業は⑦に続きます0 

MS - DOS の運用ディスクをセットした場合は、©キ_を押してください。作業は⑩に進み 
ます。 

⑦初期化するフロッピィディスクの種類を指定します。 


アブリケーシヨン登錄のために新しいディスクを作成しますかく Y/N>?y 
1 ピィ？ゴ7?を MltSI すか <Y/N>? 


ここでディスクの種類を指定します。 1 M バイトタイプのフロッピィディスク （「2 HD 」 と 
呼ばれるもの）を使うなら®キーを押してください。 640 K バイトタイプのフロッピィデ 
ィスク （「2 DD 」 と呼ばれるもの）を使うなら ® キーを押してください。 

⑧ドライブ巳とドライブ C にセツトしたフロッピィディスクを確認します。 


アプリケーシヨン登録のために新しいディスクを作成しますかく Y/N>?y 


〃ます 


■Y/N>?y 


新しくフ□ッビィディスクを作盛し i . 

1 MB フ□ッピィディスクを M 化しますか 

C: に MS-DOS のシステムディスクをセットしてください 
t にアプリケーシヨンを查錄するフ□ッピイデイスクをセ， 
準備ができたらどれかキーを押してください 


ットしてください 


ドライブ B にはアプリケーションをインストールするフロッピィディスクを、ドライブ C に 
はアプリケーションのオリジナルディスクをセットしてあるかどうか、確認してください。 
何かキーを押してしまうと、ドライブ B に入れたディスクの初期化が始まります。一度初 
期化を始めてしまうと、そのディスクの内容はもとの状態に戻りません。 

用意ができたら、どれかキーを押してください。ドライブ B にセットしたフロッピィディ 
スクの初期化が始まります。 
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⑨アプリケーションのオリジナルディスクのファイルをコピーします。 


1250304バイト全ディスク容量 
154624バイトシステム容量 
1095680バイト使用可能デイスク容量 


,'.C: に挿入されている MS-DOS のシステムディスクを抜いて、 
C : にアプリケーシヨンのディスクをセットしてください 
準備ができたらどれかキーを押してください 


ファイルを コビー 中です 


適当なキーを押すと、ドライブ C のアプリケーションのオリジナルディスクからドライブ B 
のディスクへ、すべてのファイルのコピーが始まります。 

⑩2枚目以降のデイスクを処理するかどうか指定します。 


154624バイトシステム容量 
1095680バイト使用可能ディスク容量 


C: に挿入さ n ている MS-DOS のシステムディスクを抜いて, 
C : にアブリケーシヨンのディスクをセットしてください 
灌備ができたらどれかキーを押してください 

ファイ^!レをコピー中です 

もう一枚アプリケーシヨンのディスクを登錄しますか < WM >? 


ファイルのコピーが終わると、このような画面が表示されます。 

アプリケーションのオリジナルディスクが2枚以上ある場合は、〇キーを押してください。 
2枚目以降のディスクに対して、⑥（または⑧）からの作業を繰り返してください。 
アプリケーションのオリジナルディスクが1枚の場合、または最後のディスクのコピーが 
終わったら、 ® キーを押してください0 

⑪ SETUP コマンド起動前の状態に戻ります。 


もう一枚アブリケーシヨンのディスクを登錄しますかく Y/N>? 

B: に MS — DOS のシステムディスクをセットしてください 
準備ができたらどれかキーを押してください 

どれかの本-を押すと、 ns - DOS に戻ります. 


①で DOS シェルから SETUP コマンドを起動した場合は、このような画面が表示されます。 
® キーと@キーを押してください。もう一度どれかのキーを押すと、 DOS シェルの画面 
に戻ります。 

コマンドプロンプトから SETUP コマンドを起動した場合は、このメッセージは表示されず 
にコマンドプロンプトに戻ります。 

これで、アプリケーションがフロッピィディスクにインストールされ、ドライブ B に入って 
いたディスクは、アプリケーションの運用ディスクになっているはずです。アプリケーション 
の実行方法については、「第3章アプリケーションの実行」を参照してください。 
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2.5 登録したアプリケーションを整理する 


DOS シェルにあまり多くのアプリケーションを登録すると、使いたいプログラムを探すのが 
たいへんです。このようなときは、 DOS シェルに登録したアプリケーションをグループに分け 
て整理すると便利です。ここでは、グループをつくる方法と、そこにアプリケーションをコピ 
一する方法、そしていらなくなったアプリケーションを削除する方法を説明します。 

2.5.1 グループを つくる 

ここでは、新しくグループをつくる方法を説明します。準備ができたらコンピュータの電源 
を人れ、 DOS シヱルを起動してから作業を始めてください。 

なお、作業手順の説明は“プログラムー覧”画面で行っていますが、“ファイル&プログラム 
一覧”画面でも手順は同じです。 

①[ファイル]メニューから[新規登録]を選択します。 



mm マウスの操作 

まず、[メイン]ウィンドウをクリックして、反転表示させて ください。 この状態で[フ 
ァイル]メニューをクリックし、その中の[新規登録]をクリックして ください。 

キ-ボ-ドの操作 

まず、@キーを何回か押して[メイン]ウィンドウを反転表示させてください。次 
に、@キーを押してから@キーを押すと、 [ファイル] メニューが才ープンします。こ 
の状態で0111キーを使って[新規登録]を反転表示させ、@キーを押してください。 
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②[グループを登録]を選択します。 



砂■マウスの操作 

[グループを登録]をクリックして先頭の〇を反転表示させ、[了解]をクリックしてく 
ださい。 

キーボー ドの操作 

01 D キーを使って[グループを登録]の先頭の〇を反転表示させ、@キーを押してく 
ださい。 

③グループのタイトルを指定します。 



[名前]の欄にグループの名前を入力してください。そのグループを一目で識別できるよう 
に、わかりやすい名前にしましよう。入力したら、@キーを押してください。ダイアログ 
ボックスが消えます。 

これで、[メイン]ウインドウのプログラムー覧には、新しいタイトルのグループのアイコン 
が 追加され ている はずです。 
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2.5.2 アプリケーションをグループにコピーする 

ここでは、 DOS シェルに登録したアプリケーションをグループにコピーする方法を説明しま 
す。 DOS シヱルを起動してから作業を始めてください。 

なお、作業手順の説明は“プログラムー覧”画面で行っていますが、“ファイル&プログラム 
一覧”画面でも手順は同じです。 

①グループに登録したいプログラムを選択します。 
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㈣ マゥスの操作 

プログラムー覧を見て、グループにコピーしたいアプリケーションのタイトルをクリッ 
クして、反転表示させてください。 

キ-ボ-ドの雛 

まず、@キーを何回か押して[メイン]ウィンドウを反転表示させます。次に CBQD キ 
一を 使って、グループにコピーしたいアプリケーションのタイトルを反転表示させてく 
ださい。 

②[ファイル]メニューから[コピー]を選択します。 



マウスの操作 

[ファイル]メニューをクリックし、その中の[コピー]をクリックしてくださし、。 
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キ—ボードの操作 

@キーを押してから@キーを押すと、[ファイル]メニューがオープンします。この状 
態で01 B キーを使って[コピー]を反転表示させ、@キーを押してください。 

③ コピー 先のグループをオープンします。 



マゥスの操作 

プログラムー覧にある、 コピー 先のグループをダブルクリックしてください。 

キ-ボ-ドの操作 

まず、@キーを何回か押して[メイン]ウィンドウを反転表示させます。次に 、 CDCB 
キーを使ってコピー先のグループを反転表示させ、©キーを押してください。 

④ @ キーを 押します。 



グループがオープンすると、このような画面になります。この状態で@キーを押してくだ 
さい。①で選択したアプリケーションがプログラムー覧に表示されたら成功です。 
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⑤ [メイン]を選択してもとの画面に戻ります。 



マウスの操作 

[メイン]をダブルクリックしてください0 

キ-ボ-ドの操作 

(3 IB キーを使って[メイン]を反転表示させ、@キーを押してください0 


これで、もとの画面に戻りました。 

①からの操作を繰り返すと、他のアプリケーションもグループにコピーできます。ここでは 
「コピー」しただけなので、もとのアプリケーションはグループの外に残っています。もしグル 
ープの外にあるプログラムが必要なければ、削除することもできます。その方法については、 
次の「2.5.3登録したアプリケーションを削除する」を参照してください。 


2.5.3 登録したアプリケーションを削除する 

いらなくなったアプリケーションは、 DOS シェルから削除できます。また、いらなくなった 
グループも同様の操作で削除できます。 

登録したアプリケーションを削除しても、 DOS シェルのプログラムー覧から消えるだけで、 
アプリケーションのプログラムファイル自体はまだディスクに残っています。したがってまた 
必要になったら、いつでも DOS シヱルに登録しなおすことができます。 


グループを削除するときは、そのグループ内に登録したプログラムをすべて削除して、中身 
を空にしておいてください。 

ここでは、いらなくなったアプリケーションを DOS シェルのプログラムー覧から削除する方 
法を説明します。 DOS シェルを起動してから作業を始めてください。 

なお、作業手順の説明は“プログラムー覧”画面で行っていますが、“ファイル&プログラム 
一覧”画面でも手順は同じです。 
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①削除したいアプリケーション（またはグループ）を選択します。 


要■マゥスの操作 

[メイン]ウィンドウのプログラムー覧で、削除したいアプリケーションのタイトルをク 
リックして反転表示させてください。 

キーボードの操作 

キーを何回か押して[メイン]ウィンドウを反転表示させます。次に® CD キーを使 
つて、削除したいアプリケーションを反転表示させてください。 

②[ファイル]メニューから[削除]を選択します。 


m 


:一 ^ayaarnJ 






実行吸… 


終了⑻ GftPH+f-4 


じ ?. 綱飯 —'SHIFTtf 


■雪 Vウスの操作 

[ファイル]メニューをクリックし、その中の[削除]をクリックしてくたさい。 

キーボードの操作 

pip ) キーを押してからキーを押すと、[ファイル]メニューが才ーフンします。次に 
(3 H 1 キーを使って[削除]を反転表示させ、©キーを押してください。 


フバ1 R 



2.5 登録したアプリケーションを整理する 49 























③ [1 .このプログラム/グループを削除する]を選択します。 
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㈣ マウスの操作 

[1 .このプログラム/グループを削除する]をクリックして反転表示にし、[了解]をク 
リックしてください。 

キ-ボ-ドの雛 

cnri キーを使って [1 .このプログラム/グループを削除する]を反転表示させ、@キ 
—を押してください。 

これで、①で選択したアプリケーション（またはグループ）がプログラムー覧から消えたら 
成功です。 
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インス!-ールしたアプリケーションは、 DOS シェルからでもコマンドプ□ンプトからで 
も起動できます。また、特定の拡張子を持つファイルを特定のアプリケーションと「関連 
づけ」しておけば、そのファイルをマウスでダブルクリックするだけで実行できます。 

アプリケーションの実行方法は、 DOS シェルから実行する場合、コマンドプロンプトか 
ら実行する場合、アプリケーションをファイルに関連づけて実行する場合の3通りに分けて 
説明します。どの方法が使いやすいか、試してみてください。 
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① DOS シェルからアプリケーションを実行します。 


mm マウスの操作 

プログラムー覧で、起動したいアプリケーションを探します。見つけたら、そのアプリ 
ケーションのタイトルをダブルクリックしてく ださし、。 

キ—ボードの操作 

まず、 L TAB ; キーを何回か押して[メイン]ウィンドウを反転表示させます。次に、 [ BIT ] 
キーを使って実行したいアプリケ_ ショ ンを反転表示させ、キーを押してください。 

簡単にアプリケーションを起動できました。起動したあとの操作については、アプリケーシ 
ョン添付のマニュアルを参照してください, 


3.1 DOS シェルからのアプリケーションの実行 1 

ここでは、アプリケーションを DOS シェルから実行する方法を説明します。 DOS シヱルを起 
動してから操作します,： 


参考 


DOS シェルの起動方法については、 『 MS-DOS 6.2 ユーザー ズ マニュアル』 の 「基本操作編 
1.2 DOS シヱルの起動と終了」を参照してください。 


111 nEb^lil 
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3.2 コマンドプ□ンプトからのアプリケーションの実行 


インストールしたアプリケーションは、コマンドプロンプトから実行することもできます, 
コマンドプロンプトから実行する場合は、アプリケーションを起動するためのコマンドをキー 
ボードから人力します。このときに入力するコマンドはアプリケーションによって異なります 
ので、アプリケーション添付のマニュアルで確認してください。 



ここで DOS シヱルの画面が表示されて t 、る埸合は、まずコマンドプロンプトを表示させまし 
ようキーを押したまま ffTg 〕 キーを押すと、コマンドプロンフトが表示されますまた、^) 
キーを押したまま f .4 l キーを押すと、 DOS シェルが終了します： 


①アプリケーションをコマンドプロンプトから実行します。 



コマンドプロンプトが表示された状態で、アプリケーシヨンの実行コマンドを入力します。 

簡単にアプリケーションを起動できました。起®;したあとの操作については、アプリケーシ 
ョン添付のマニュアルを参照してください。 
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3.3 関連づけで簡単起動 


それでは、実際に関連づけをされたファイルを実行してみましよう。ここでは、例として 
“ README . DOC ” ファイルを実行します。 

①関連づけされたファイルを実行します。 


㈣ 


マウスの雛 


まず、ファイル表示ウインドウのタイトルが [A : ¥ *•*] となっていることを確認し 
ます。次に、ファイルー覧で関連づけをされたファイル（ここでは “ README . DOC ”) 
をダブルクリックしてください0 


キ-ポ-ドの操作 


@キーを何回か押してファイル表示ウィンドウを反転表示させます。このとき、ファイ 
ル表示ウィンドウのタイトルが [ A : ¥*.*] となっていることを確認してください0 
次に、 UJCB キーを使って関連づけをされたファイル（ここでは “ README . DOC ”） を 
反転表示させ、@キーを押してください。 


参考 


ここで起動した SEDIT の編集画面で何もせずに終了するには、まず(〇]キーを押します。メニ 
ューが表示されますから、キーで[ファイルをセーブせず編集終了]を反転させてキー 
を if してください。 
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DOS シヱルには、特定の名前（拡張子）を持つファイルにァプリケーションを関連づけをす 
る機能があります。これは、あるファイルをいつも決まったアプリケーションでオープンした 
いときに利用すると便利です。 

たとえば、ファイル名に f . DOCj とつくファイルは、いつも 「 SEDIT 」 というエディタ（こ 
れは本バージョンに標準添付しています）で実行するように関連づけをされています。ですか 
ら、 DOS シェルの「ファイル表示ウィンドウ」で 「. DOC 」 のつくファイルをダブルクリックす 
るだけで、 SEDIT が起動すると同時にそのファイルがオープンします。 


厂琴一 


拡張子については、 『 MS - DOS 6.2 ユーザーズマニュアル』の「基本操作編 2.1.1 ファイル名 
のルール」を参照してください。 
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转了⑻ 



WM マウスの操作 

まず[ファイル]メニューをクリックし、その中の[関連付け]をクリックしてください。 

キ-ボ-ドの操作 

@キーを押してから〇キーを押すと、[ファイル]メニューがオープンします。この状 
態で、 CI ]® キーを使って[関連付け]を反転表示させ、@キーを押してください。 


続いて、関連づけの設定方法を説明します。 

ここでは、例としてアプリケーション rSEDITj とファイル “ README . DOC ” の関連づけを 
見てみます。実際にファイルとアプリケーションの関連づけをするときも、同じように操作し 
てください。 


①関連づけしたいファイル（ここでは“ README . DOC ”） を選択します。 


一皿-- 



㈣ マウスの操作 


ファイル表示ウインドウのファイルー覧で、関連づけをしたいファイル（ここでは 
“ README . DOC ”） をクリックして反転表示させてください。 

キ—ボードの操作 

まず、@キーを何回か押してファイル表示ウィンドウを反転表示させます。次に、 
CDJJ キーを使って、関連づけをしたいファイル（ここでは “ README . DOC ”） を反転 
表示させてください。 


②[ファイル]メニューの[関連付け]を選択します c 
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③関連づけをしたいアプリケーションを指定します。 



この場合は [SEDIT] と表示されています。これは、 「 .DOC 」 ファイルが 「 SEDIT 」 と関 
連づけられていることを示しています。 

この欄は、すでに関連づけられたアプリケーションがないと、空白になっています。関連 
づけをしたいアプリケーションの実行コマンドを入力してください。 
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MS-DOS 6.2 をお使いになる際の注意 




ここでは、 MS-DOS 6_2をお使いになるにあたってとくに注意していただきたいことや、 
他のマニュアルでは取り上げられていない事項をまとめて説明します。 





4.1 全般にわたっての注意事項 


まず、 MS-DOS 6.2 を使用するにあたっての全般的な注意点をまとめます。 

市販ソフトウェアの中には、使用できる日本語 MS - DOS のパージョンを限定しているものが 
あります。 

ソフトウェアによっては、一部動作不良を起こすものがあります。たとえば、コピーを防止 
するための“プロテクト”がかかったソフトウェア、システムの情報を直接参照しているソ 
フトウェア、 EMS / XMS 、 DPMI 以外の方法で拡張メモリを使用しているソフトウェア、など 
です。 


アプリケーションをご使用の際にメモリが不足する場合は、 DOS シエルから実行しないよう 
にする、 MOUSE 、 PRINT 、 DOSKEY などのメモリに常駐するコマンドの常駐部分を取り外 
す、などの方法でメモリを空けてください。 

MS-DOS 6.2 の EMS ドライバ （ EMM . SYS と EMM 386. EXE ) において、ノーマルモードでぺ 
-ジフレームアドレスを指定しないときのアドレスのデフオルトが C 0000 H に変更されてい 
ます。 


4.2 DoubleSpace を利用する場合 


• コマンドラインパラメータについて 

DoubelSpace にコマンドラインパラメータを指定して起動する場合は、必ずセットアップを行 
ってから実行してください。 

•圧縮ドライブの認識 

フロッピィディスク起動、および他の 0S やバージョン 6.2 以外の MS-DOS 使用時には、圧縮ド 
ライブの認識はできません。次のような場合には、非圧縮ドライブで運用するようにしてくだ 
さい0 

• フロッピィディスク起動でインストールを行うアプリケーションソフトを使用する場合 
•フロッピィディスクのみで運用を行うアプリケーションソフトを使用する場合 
• 他の 0S やバージョン 6.2 以外の MS-DOS を使用する場合 

• 他のディスク圧縮プログラムとの関係 

DoubelSpace が実行されている場合、他のディスク圧縮プログラムを実行すると、 
DoubelSpace のディスク管理と他の圧縮プログラムのディスク管理の処理が衝突するため、正し 
く動作できません 0 このため、 DoubelSpace を使用している場合は、他のディスク圧縮プログラ 
厶は使用しないでください。また、他のディスク圧縮プログラムを使用している場合は、 
DoubelSpace のセットアップを行わないでください。 

•圧縮ドライブのサイズ 

DoubleSpace で圧縮できるドライブ上のファイルの合計容量は、最大 512M バイトです。 


•論理セクタのサイズ 

DoubleSpace を利用するためには、お使いの固定ディスクのセクタ長が 512 バイトであること 
が必要です。もし、これ以外のセクタ長で固定ディスクがフォーマットされている場合は 
DoubleSpace はお使いいただけません。お使いになるには、あらかじめ DBLTRANS コマンドを 
実行後に再起動し、圧縮してください（ただし、物理セクタのサイズが 256 バイトの固定ディス 
クでは、 DBL 丁 RANS コマンドを実行できません）。なお、 DBLTRANS コマンドについては HELP 
コマンドを参照してください。 


58 第4章 MS-DOS 6.2 をお使いになる際の注意 






• 仮想ドライブ、交換可能メディアでの制限 

DoubleSpace は、 ASSIGN 、 SUBST 、 JOIN コマンドで設定された仮想ドライブの圧縮は行うこ 
とができません。また、光ディスクなどの交換可能な記録メディアでの圧縮は行うことができ 
ません。あらかじめご了承ください。 

•起動パーティションの設定 

DoubleSpace を実行する際は、必ず起動ノ パーティションを自動起動に設定してください 

•複数ドライブを使用する場合 

DoubleSpace 実行後にドライブ構成を変更すると、压縮ドライブが見えなくなる場合がありま 
す：これは、たとえばドライブ A 、 ドライブ B 、 ドライブ C までの、複数の固定ディスクの領域 
を利用している場合に、ドライブ B を削除すると発生します:、これは、圧縮ドライブが保存し 
ているドライブ情報が無効になるために発生する現象で、構成を変更する前に压縮を解除し、 
構成変更後に再び圧縮することによって回避することができます 

なお、ドライブの新規の追加は、最初の圧縮ドライブから4ドライブ目まで可能です， 

• 削除ファイルの復活 

削除セントリ、または削除追跡にて削除ファイルの保護を行っているドライブに対し、 
DoubleSpace を実行した埸合、 DoubleSpace 実行前の削除ファイルは復活できません 


4.3 MemMaker を利用する場合 


起動パーティシヨンの設定 

MemMaker を実行する際は、必ず起動ハーティションを自動起動に設定してください 


4.4 DPMI を利用する場合 


メモリドライバの組み込み 

DPMI 機能を利用する埸合は、 H1MEM.SYS と EMM386.EXE を組み込む必要があります。 

UMB との関係 

DPMI が常駐している間は、 UMB 領域が使用できなくなりますが、 DPMI を常駐する前に UMB 
領域へ読み込んだコマンドやデバイスドライバは、 DPMI 常駐時にも正しく動作します : 

EMM 386 .EXE のスイッチ 

DPMI を利用するためには、あらかじめ EMM386.EXE に “/DPMI” と 16 ベージ以上の EMS 領 
域 （ /P=16 以上）スイッチをつける必要があります 
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4.5 2 HD (144 M バイト）フロッピィディスク 


144 M バイトの 3.5 インチフロッピィディスクに対応しているドライブでは、 2 HD (1 M バイト）、 
2 DD (640 K バイト）フロッピィディスクに加え、 2 HD (1.44 M バイト）フロッピィディスクの 
読み書きができます。これらのフロッピィディスクは、自動的に種類が判別され読み書きがで 
きます。しかし、5インチフロッピィディスクドライブ、あるいは 1.44 M バイトに対応していな 
い PC - 9800シリーズでは、 2 HD (1.44 M バイト）フロッピィディスクの読み書きはできません。 


4.6 RS -232 C 19,200 bps 獅上の注意 

MS-DOS 6.2 では、 RS-232C インタフェースの通信速度として 19,200 bps をサポートしています。 
お使いのコンピュータが 19,200 bps に対応した RS-232C インタフェースを搭載しているかについ 
ては、本体付属のガイドブックで確認してください。 


4.7 マルチメディア対応ドライバ 


ウィンドウズアクセラレータボードを搭載していない場合でも、256色同時発色可能なコンビ 
ュータでは、“拡張グラフィックドライバ”が利用可能です。また、 PCM 音源を標準で搭載し 
ているコンピュータ、または PC -9801-86、 PC -9801-73 などのサウンドボードを取り付けてある 
コンピュータでは“拡張サウンドドライバ”が利用可能です。 

“拡張 グラフィックドライバ”と“ 拡張 サウンドドライバ”をあわせて“マルチメディア 対 
応ドライバ”と呼び、上記の機能に対応しているコンピュータで使用することが可能です。マ 
ルチメディアアプリケーションを利用する場合、必要に応じて MS - DOS に組み込んでください。 

なお、 PC -9801 GS をご使用の場合、拡張グラフィックドライバと拡張サウンドドライバは、 
PC - 9801 GS 添付のドライバをご使用ください。 


4.8 Windows との関係 


MS-DOS 6.2 上で Windows 3.1 をご使用になる場合は、次の点にご注意ください。 

Windows 3.1 をお使いの場合、次のデバイスドライバは、 MS-DOS 6.2 に添付のものを使用して 
ください。 

HIMEM.SYS 
SMARTDRV.EXE 
RAMDISK.SYS (RAMDRIVE.SYS) 

EMM386.EXE 

Windows で、かな漢字変換方式として 「 MS - KANJI インタフェースかな漢字変換」を使用する 
場合は、 MS-DOS 6.2 に添付のかな漢字変換ドライバ （ NECAIK 1. DRV 、 NECAIK 2. DRV ) を 
CONFIG.SYS (または WINSTART . BAT ) ファイルで組み込んでください。 WINSTART . BAT に 
ついては、 Windows に添付のマニュアルをご覧ください。 
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49 MSD コマンドについて 


MS-DOS 6.2 と Windows 3.1 をお使いのお客様で MSD コマンドをご使用の場合 、 Windows 3.1 添 
付の MSD コマンド （Version 2.0 0) が起動される場合があります。この場合、絶対パス名で起動 
するか、 AUTOEXEC . BAT の PATH の設定中で、 MS-DOS 6.2 をインストールしたディレクトリを 
先に指定するようにしてください。 MS-DOS 6.2 の MSD コマンド （Version 2.00)が起動されま 
す。 

例：絶対パス名での起動方法 
A : ¥DOS¥MSD 


1 - MS-DOS 6_2をインストールしたディレクトリ 
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